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デジカメデジカメWalker iPhoto Express 4.0Walker iPhoto Express 4.0へようこそ！へようこそ！

新機能新機能

デジカメデジカメWalker iPhoto Express 4.0Walker iPhoto Express 4.0（以下、（以下、iPhoto ExpiPhoto Exprressess））は、家族や友達と共有して楽しめるフォは、家族や友達と共有して楽しめるフォ

トやプロジェクトを作成するための画像編集ツールです。トやプロジェクトを作成するための画像編集ツールです。iPhoto ExpressiPhoto Expressは単なるイメージ編集プロは単なるイメージ編集プロ

グラムではありません。グラムではありません。これはあなたの創造性を楽しく表現できるプログラムです。普通のピクこれはあなたの創造性を楽しく表現できるプログラムです。普通のピク

チャを芸術的なグリーティングカードやカレンダー、バナー、アニメーションチャを芸術的なグリーティングカードやカレンダー、バナー、アニメーションWebWebカード、カード、WebWebペーペー

ジなどに変えることができます。ジなどに変えることができます。

デジタル時代に入り、イメージをさまざまなデバイスから取り込めるソフトウェアが開発され、簡デジタル時代に入り、イメージをさまざまなデバイスから取り込めるソフトウェアが開発され、簡

単にイメージを修正したり、仕上がった作品を手軽に配布する手段も利用できるようになりまし単にイメージを修正したり、仕上がった作品を手軽に配布する手段も利用できるようになりまし

た。た。

このバージョンのこのバージョンのiPhoto ExpressiPhoto Expressには、新しく機能やツールが追加されています。このプログラムにには、新しく機能やツールが追加されています。このプログラムに

含まれるいくつかの機能を紹介します。含まれるいくつかの機能を紹介します。

全く新しいインタフェース全く新しいインタフェース  レイアウトを一新しレイアウトを一新し

て、一層操作が簡単になりました。ファイルやて、一層操作が簡単になりました。ファイルや

フォルダの検索や、イメージの編集や調整をすフォルダの検索や、イメージの編集や調整をす

べてべてiPhoto ExpressiPhoto Expressの作業領域で行えるようにの作業領域で行えるように

なっています。それだけではありません。インなっています。それだけではありません。イン

タフェースをカスタマイズできるように、スキタフェースをカスタマイズできるように、スキ

ンや背景が豊富に揃えられています。ンや背景が豊富に揃えられています。
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一括修正一括修正  個々のファイルを１つずつ開かなくて個々のファイルを１つずつ開かなくて

も、複数のファイルに対して同じ調整内容を一も、複数のファイルに対して同じ調整内容を一

度に適用できます。ファイル形式の変換も実行度に適用できます。ファイル形式の変換も実行

できます。できます。

花火花火

万華鏡万華鏡

マジックマジック
キューブキューブ

強化された機能とツール強化された機能とツール  さまざまな機能が強化さまざまな機能が強化

されて性能が高められています。また新しいされて性能が高められています。また新しい

ツールもいくつか追加されています。ツールもいくつか追加されています。

アニメーション効果アニメーション効果  アニメーショングラフィッアニメーショングラフィッ

クを作成してクを作成してWebWebページに挿入したり、ページに挿入したり、E-MailE-Mailでで

送信したりすることができます。花火、万華送信したりすることができます。花火、万華

鏡、マジックキューブからプリセットを選択す鏡、マジックキューブからプリセットを選択す

るだけで、後はるだけで、後はiPhoto ExpressiPhoto Expressが処理してくれまが処理してくれま

す。す。

iMiraiMira   Ulead Uleadの提供する無料のフォト共有サービの提供する無料のフォト共有サービ

スによりオンラインフォトアルバムを利用できスによりオンラインフォトアルバムを利用でき

ます。ます。iMiraiMiraでアカウントを取得したら、でアカウントを取得したら、iPhotoiPhoto

ExpressExpressから直接フォトをポストできます。から直接フォトをポストできます。

印刷オプションの追加印刷オプションの追加

テキスト効果の追加テキスト効果の追加

新しい署名ツール新しい署名ツール

スマート選択ツールの強化スマート選択ツールの強化
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はじめましょうはじめましょう

（自動起動スクリーンは、（自動起動スクリーンは、iPhoto ExpressiPhoto Expressのの
バージョンにより異なります）バージョンにより異なります）

iPhoto ExpressiPhoto Expressをインストールするをインストールする

11 iPhoto ExpressiPhoto ExpressののCDCDををCD-ROMCD-ROMドライブに挿ドライブに挿

入します。入します。

22 セットアップ画面が表示されたら、画面の指セットアップ画面が表示されたら、画面の指

示にしたがって示にしたがってiPhoto ExpressiPhoto Expressをインストールをインストール

してください。してください。

メモ：メモ：C DC Dをセットしてもセットアップ画面をセットしてもセットアップ画面

が表示されない場合は、が表示されない場合は、WindowsWindowsのデスクのデスク

トップ上の［マイコンピュータ］アイコントップ上の［マイコンピュータ］アイコン

をダブルクリックしてから［をダブルクリックしてから［CD-ROMCD-ROMドラドラ
イブ］アイコンをダブルクリックしてくだイブ］アイコンをダブルクリックしてくだ

さい。さい。CD-ROMCD-ROMウィンドウが開いたら、ウィンドウが開いたら、

［セットアップ］アイコンをダブルクリッ［セットアップ］アイコンをダブルクリッ

クしてください。クしてください。

iPhoto ExpressiPhoto Expressをインストールしたら、是非このをインストールしたら、是非この

時間を利用してオンライン登録を行ってくださ時間を利用してオンライン登録を行ってくださ

い。い。iPhoto ExpressiPhoto Expressが起動したら、［ヘルプ］メが起動したら、［ヘルプ］メ

ニューから［オンライン登録］を選択します。ニューから［オンライン登録］を選択します。

またはまたはUleadUleadのホームページ（のホームページ（http://http://

www.ulead.co.jpwww.ulead.co.jp）へアクセスしてください。正式）へアクセスしてください。正式

ユーザとしてご登録いただきますと、ユーザとしてご登録いただきますと、UleadUlead

SystemsSystemsより製品情報や最新情報をお届けするほより製品情報や最新情報をお届けするほ

か、無料テンプレートをダウンロードしたり、か、無料テンプレートをダウンロードしたり、

プログラムを使用する上で問題が発生した場合プログラムを使用する上で問題が発生した場合

にはテクニカルサポートをお受けいただけまにはテクニカルサポートをお受けいただけま

す。す。iPhoto ExpressiPhoto Expressは解像度をは解像度を800x600800x600以上に設定以上に設定

し、し、HiColorHiColor（（15/1615/16ビット）またはフルカラービット）またはフルカラー

（（2424ビット）モードでご使用ください。ビット）モードでご使用ください。

iPhoto ExpressiPhoto Expressを起動するにはを起動するには

•• デスクトップ上の［デスクトップ上の［Ulead iPhoto Express 4.0Ulead iPhoto Express 4.0］アイコンをダブルクリックします。］アイコンをダブルクリックします。

•• WindowsWindowsの［スタート］メニューの中の［の［スタート］メニューの中の［Ulead iPhoto Express 4.0Ulead iPhoto Express 4.0］プログラムグループ］プログラムグループ

から［から［Ulead iPhoto Express 4.0Ulead iPhoto Express 4.0］アイコンを選択します。］アイコンを選択します。

iPhoto ExpressiPhoto Expressを使用していて使い方が分からないオプションやツールが表示されたら、を使用していて使い方が分からないオプションやツールが表示されたら、

ショートカットバー上の［ヘルプ］ボタンをクリックしてください。カーソルの形が変ったショートカットバー上の［ヘルプ］ボタンをクリックしてください。カーソルの形が変った

ら、詳しく知りたいオプションやツールをクリックすると、それらに関するヘルプが表示さら、詳しく知りたいオプションやツールをクリックすると、それらに関するヘルプが表示さ

れます。れます。



77

概要概要

iPhoto ExpressiPhoto Expressはイメージの参照から編集、作成に至るまで、１つの画面で実行できます。ここに、はイメージの参照から編集、作成に至るまで、１つの画面で実行できます。ここに、

プログラムウィンドウのすべてのエレメントを紹介します。プログラムウィンドウのすべてのエレメントを紹介します。

メニューバーメニューバー

モードメニューモードメニュー
メニューコマンドバーメニューコマンドバー

ショートカットバーショートカットバー

ガイドヒントガイドヒント
を開くを開く

ガイドヒントガイドヒント

グローバルグローバル
ビューアビューア

作業領域作業領域オプションパネルオプションパネル

サムネイルストリップサムネイルストリップ

ブラウズモードブラウズモード フォトモードフォトモード   プロジェクトモードプロジェクトモード



88

メニューバーメニューバー

WindowsWindowsアプリケーションに共通するコマンアプリケーションに共通するコマン
ドがあります。ドがあります。

メニューコマンドバーメニューコマンドバー

現在のモードで使用可能なコマンドカテゴ現在のモードで使用可能なコマンドカテゴ
リーとツールがリストされます。リーとツールがリストされます。

グローバルビューアグローバルビューア

サムネイルストリップの右側にあるこのサムネイルストリップの右側にあるこの
ツールは、画面に表示しきれない拡大されツールは、画面に表示しきれない拡大され
たイメージを確認するのに便利です。たイメージを確認するのに便利です。

サムネイルストリップサムネイルストリップ

開いているすべてのイメージが表示されま開いているすべてのイメージが表示されま
す。サムネイルストリップのイメージをダす。サムネイルストリップのイメージをダ
ブルクリックすると、そのイメージが作業ブルクリックすると、そのイメージが作業
領域に表示されます。領域に表示されます。

オプションパネルオプションパネル

任意の機能に対してさまざ任意の機能に対してさまざ
まな可能性や設定が表示さまな可能性や設定が表示さ
れます。このパネルでツーれます。このパネルでツー
ルの属性を設定できます。ルの属性を設定できます。

ショートカットバーショートカットバー

現在のモード、コマンドカテゴリー、ツー現在のモード、コマンドカテゴリー、ツー
ルによって、さまざまなコマンドが用意さルによって、さまざまなコマンドが用意さ
れています。れています。

モードメニューモードメニュー

ブラウズ、フォト、プロジェクトの３つのブラウズ、フォト、プロジェクトの３つの
モードを切り換えます。ブラウズモードでモードを切り換えます。ブラウズモードで
はファイルを検索したり、整理したりしまはファイルを検索したり、整理したりしま
す。フォトモードでは主にイメージの編集す。フォトモードでは主にイメージの編集
やエンハンスを行います。プロジェクトやエンハンスを行います。プロジェクト
モードではテンプレートからカードやそのモードではテンプレートからカードやその
他のアイテムを作成します。他のアイテムを作成します。

作業領域作業領域

実際にプロジェクト実際にプロジェクト
を見たり、編集したを見たり、編集した
りする場所です。りする場所です。

ガイドヒントガイドヒント

電球をクリックすると選電球をクリックすると選
択している機能のヒント択している機能のヒント
が表示されます。機能のが表示されます。機能の
基本をすばやく学びたい基本をすばやく学びたい
ときに便利です。この機能をときに便利です。この機能をOn/OffOn/Offにするにする
には、［ファイル］→［環境設定］を選択には、［ファイル］→［環境設定］を選択
します（します（F6F6）。）。
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インタフェースのカスタマイズインタフェースのカスタマイズ

いつも同じウィンドウに飽き飽きしていませんか？いつも同じウィンドウに飽き飽きしていませんか？iPhoto ExpressiPhoto Expressでは作業領域の背景やメニューコでは作業領域の背景やメニューコ

マンドバーのスキンを変えることができます。マンドバーのスキンを変えることができます。

スキンや背景を選択するスキンや背景を選択する

11 ショートカットバーで［ショートカットバーで［iPhoto ExpressiPhoto Expressインタインタ
フェースの調整］をクリックします。フェースの調整］をクリックします。

22 ダイアログボックスでスキンや背景のプリダイアログボックスでスキンや背景のプリ

セットを選択します。セットを選択します。

33 ［［OKOK］をクリックします。］をクリックします。

メモ：メモ：Ulead WebUlead Webサイトでは新しいスキンを簡サイトでは新しいスキンを簡

単にチェックできます。［単にチェックできます。［U l e a dU l e a dのリンク］のリンク］

メニューから［スキンをダウンロード］をメニューから［スキンをダウンロード］を

選択してください。選択してください。

オリジナルイメージを背景として使うにはオリジナルイメージを背景として使うには

11 イメージをブラウズモードで選択します。イメージをブラウズモードで選択します。

22 イメージを右クリックして、［背景を設定］イメージを右クリックして、［背景を設定］

を選択します。を選択します。

ヒント：ヒント：［［iPhoto ExpressiPhoto Expressインタフェースをインタフェースを

調整］のダイアログボックスにも透明度オ調整］のダイアログボックスにも透明度オ

プションがあります。プションがあります。

UleadUleadのリンクのリンク

定期的に定期的にUlead WebUlead Webサイトにアクセスして、プロサイトにアクセスして、プロ

グラムの最新情報やプロモーションニュースをグラムの最新情報やプロモーションニュースを

確認してください。［確認してください。［UleadUleadのリンク］メニューのリンク］メニュー

にはプログラムに関する便利なリンク集が用意にはプログラムに関する便利なリンク集が用意

されており、これらのされており、これらのWebWebページは直ちにページは直ちにiPhotoiPhoto

ExpressExpressの作業領域に表示されます。の作業領域に表示されます。
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ブラウズモードブラウズモード

ブラウズモードはマルチメディアファイルを探すのに便利です。オプションパネルにフォルダツブラウズモードはマルチメディアファイルを探すのに便利です。オプションパネルにフォルダツ

リーがあり、選択したフォルダの内容は作業領域にサムネイルとして表示されます。リーがあり、選択したフォルダの内容は作業領域にサムネイルとして表示されます。

ショートカットバーや［表示］メニューからショートカットバーや［表示］メニューから

は、さまざまな表示オプションを選択できまは、さまざまな表示オプションを選択できま

す。アイコンを並べ替えたり、サムネイルのサす。アイコンを並べ替えたり、サムネイルのサ

イズを変更したり、マルチメディアファイルのイズを変更したり、マルチメディアファイルの

種類を指定したりすることができます。プログ種類を指定したりすることができます。プログ

ラムに組み込まれた検索ツールもファイルを検ラムに組み込まれた検索ツールもファイルを検

索するのに便利です。索するのに便利です。

ブラウズモードの使い方ブラウズモードの使い方

フォルダツリーからフォルダを検索して、それフォルダツリーからフォルダを検索して、それ

を選択します。を選択します。

ヒント：ヒント：

•• 最近開いたフォルダ間を簡単に移動する最近開いたフォルダ間を簡単に移動する

には、フォルダツリーツールバー上のには、フォルダツリーツールバー上の

ツールを利用してください。ツールを利用してください。

•• ショートカットバーか［表示］メニューショートカットバーか［表示］メニュー

のツールを使ってファイルの表示方法をのツールを使ってファイルの表示方法を

変えます。変えます。

•• ＋キーと－キーを使うとサムネイルサイ＋キーと－キーを使うとサムネイルサイ

ズを変えることができます。ズを変えることができます。

編集したいイメージが見つかったら、次のいずれかの方法でそれを作業領域に開いてください。編集したいイメージが見つかったら、次のいずれかの方法でそれを作業領域に開いてください。

ヒント：ヒント：  Ctrl Ctrl キーかキーか Shift  Shift キーを押しながらサキーを押しながらサ

ムネイルをクリックすると、一度に複数のイムネイルをクリックすると、一度に複数のイ

メージを選択できます。メージを選択できます。

•• サムネイルをダブルクリックするサムネイルをダブルクリックする

•• サムネイルを選択してショートカットバー上サムネイルを選択してショートカットバー上

の［開く］をクリックするの［開く］をクリックする

•• 選択したサムネイルをサムネイルストリップ選択したサムネイルをサムネイルストリップ

にドラッグするにドラッグする

•• 選択したサムネイルを右クリックして［編選択したサムネイルを右クリックして［編

集］を選択する集］を選択する
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フォトモードフォトモード

すでに作業領域にイメージが開かれている場合は、すぐにもイメージの編集や調整を開始できます。すでに作業領域にイメージが開かれている場合は、すぐにもイメージの編集や調整を開始できます。

フォトモードにはプロジェクト用にイメージを準備したり、特殊効果を追加したり、微調整を加えたフォトモードにはプロジェクト用にイメージを準備したり、特殊効果を追加したり、微調整を加えた

りするためのツールが豊富に揃えられています。りするためのツールが豊富に揃えられています。

編集ツールや調整ツールはすべてメニューコマ編集ツールや調整ツールはすべてメニューコマ

ンドバー上の［編集］メニューから選択できまンドバー上の［編集］メニューから選択できま

す。［編集］を選択するとカテゴリーがリストす。［編集］を選択するとカテゴリーがリスト

されたサブメニューが表示されます。カテゴされたサブメニューが表示されます。カテゴ

リーをどれでも選択すると、ツールが表示されリーをどれでも選択すると、ツールが表示され

ます。ます。

ヒント：ヒント：ショートカットバーで［最近使用ショートカットバーで［最近使用

したコマンドを表示］をクリックすると、したコマンドを表示］をクリックすると、

閉じたばかりのツールにすばやくアクセス閉じたばかりのツールにすばやくアクセス

できます。できます。

プロジェクトモードプロジェクトモード

プロジェクトモードでは、多くのテンプレートの中から気に入ったものを使って、オリジナルグプロジェクトモードでは、多くのテンプレートの中から気に入ったものを使って、オリジナルグ

リーティングカード、名刺、招待状、その他を作成します。プロジェクトモードではテンプレートリーティングカード、名刺、招待状、その他を作成します。プロジェクトモードではテンプレート

ファイルを開くだけでなく、テンプレートに任意のタイプのイメージファイルを追加してテンプファイルを開くだけでなく、テンプレートに任意のタイプのイメージファイルを追加してテンプ

レートをカスタマイズすることもできます。レートをカスタマイズすることもできます。

プロジェクトテンプレートはメニューコマンドプロジェクトテンプレートはメニューコマンド

バーの［プロジェクト取り出し］メニューからバーの［プロジェクト取り出し］メニューから

選択できます。選択できます。iPhoto ExpressiPhoto Expressにはさまざまなカにはさまざまなカ

テゴリーが用意されています。テゴリーが用意されています。

テンプレートの使い方については、テンプレートの使い方については、3030ページをページを

お読みください。お読みください。
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準備準備

iPhoto ExpressiPhoto Expressはデジタルデバイスからコンピュータに、簡単に効率よくイメージを転送するのに最はデジタルデバイスからコンピュータに、簡単に効率よくイメージを転送するのに最

高のツールです。高のツールです。

この章では、インポート処理を効率的に行う方法と、複数のイメージに対して一度に調整を行うたこの章では、インポート処理を効率的に行う方法と、複数のイメージに対して一度に調整を行うた

めの一括修正ツールの使い方について説明します。めの一括修正ツールの使い方について説明します。

イメージを入力するイメージを入力する

11 ［フォト取り出し］を選択してデバイスの種［フォト取り出し］を選択してデバイスの種

類を選択します。類を選択します。

22 オプションパネルでデバイスを選択します。オプションパネルでデバイスを選択します。

33 番号の前に付けるファイル名を入力します番号の前に付けるファイル名を入力します

（例：（例：Pict001Pict001、、Pict002Pict002、など）。、など）。

44 ファイルの種類を選択します。ファイルの種類を選択します。

55 ［入力］をクリックします（［入力］をクリックします（Video CaptureVideo Captureでで
は［インポート］）。は［インポート］）。

デジタルデバイスから写真を入力するデジタルデバイスから写真を入力する

フォトはどのモードでもコンピュータにインポートできますが、すべてのインポートオプションをフォトはどのモードでもコンピュータにインポートできますが、すべてのインポートオプションを

紹介するために、ここではブラウズモードで作業していると仮定して手順を紹介します。紹介するために、ここではブラウズモードで作業していると仮定して手順を紹介します。

デジタルデバイスからイメージをインポートする手順は、基本的にはいずれも同じです。デジタルデバイスからイメージをインポートする手順は、基本的にはいずれも同じです。

ヒント：ヒント：

•• ［ポストプロセッシングを適用］［ポストプロセッシングを適用］  インポートしたファイルに揃えや照明などの微調整を加えまインポートしたファイルに揃えや照明などの微調整を加えま

す。す。

•• ［スライスを実行］［スライスを実行］  複数のイメージを一度にスキャンして、いくつかのファイルに分割します。複数のイメージを一度にスキャンして、いくつかのファイルに分割します。

•• ［［TWAINTWAIN装置を表示］装置を表示］  このオプションを選択しなければ、外部プログラム（このオプションを選択しなければ、外部プログラム（TWAINTWAIN）を起動せず）を起動せず

にイメージをスキャンします。にイメージをスキャンします。

ステップ２ステップ２ ステップ３ステップ３

ステップ４ステップ４ステップ５ステップ５

ステップ１ステップ１
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ステップ１ステップ１

ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３

iPhoto ExpressiPhoto Expressに組み込まれているに組み込まれているUlead Video CaptureUlead Video Captureを使うと、静止画を簡単にキャプチャできます。を使うと、静止画を簡単にキャプチャできます。

Ulead Video CaptureUlead Video Captureの使い方の使い方

11 プレビューウィンドウに気に入ったイメージプレビューウィンドウに気に入ったイメージ

が表示されたら、［が表示されたら、［Ulead Ulead ビデオキャプビデオキャプ

チャ］のダイアログボックスで［キャプチャ］のダイアログボックスで［キャプ

チャ］をクリックします。チャ］をクリックします。

22 ［キャプチャしたイメージ］プレビューボッ［キャプチャしたイメージ］プレビューボッ

クスでクスでCtrlCtrlキーを押しながらインポートしたキーを押しながらインポートした

いイメージを選択します。いイメージを選択します。

33 ［挿入］をクリックして選択したイメージを［挿入］をクリックして選択したイメージを

iPhoto ExpressiPhoto Expressにインポートします。にインポートします。

一括修正一括修正

これはこれはiPhoto ExpressiPhoto Expressの新機能です。複数のイメージに対して、ファイルを開かずに一度に調整を加の新機能です。複数のイメージに対して、ファイルを開かずに一度に調整を加

えることができます。エンハンス、回転、変換などの調整が可能です。えることができます。エンハンス、回転、変換などの調整が可能です。

一括修正の使い方一括修正の使い方

11 ブラウズモードで調整したいイメージを選択します。ブラウズモードで調整したいイメージを選択します。

22 ［一括修正］メニューから調整内容を選択します。［一括修正］メニューから調整内容を選択します。

33 エンハンスと回転については、適用したい調整内容のエンハンスと回転については、適用したい調整内容の

アイコンをクリックしてください。アイコンをクリックしてください。

44 調整が完了したら［次へ］をクリックします。調整が完了したら［次へ］をクリックします。

55 保存オプションを選択して、［保存］をクリックしま保存オプションを選択して、［保存］をクリックしま

す。す。

ステップ５ステップ５

ステップ３ステップ３
ステップ２ステップ２

ステップ１ステップ１

ステップ４ステップ４

メモ：メモ：ビデオカメラの設定を変えるには、［アドバンス］を選択してください。設定についての詳細は、ビデオカメラの設定を変えるには、［アドバンス］を選択してください。設定についての詳細は、

デバイスの取扱説明書をお読みください。デバイスの取扱説明書をお読みください。

変換について変換について

•• 特定のフォーマットに変換するには、［その他特定のフォーマットに変換するには、［その他

のファイル形式］をクリックします。のファイル形式］をクリックします。

•• 選択した品質レベルによってファイルサイズが選択した品質レベルによってファイルサイズが

変わります。変わります。

ヒント：ヒント：CtrlCtrlキーやキーやShiftShiftキーを押しながら、任キーを押しながら、任

意の複数枚の画像を選択できます。意の複数枚の画像を選択できます。
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フォトの自動調整フォトの自動調整

11 フォトモードでメニューコマンドバー上のフォトモードでメニューコマンドバー上の

［編集］をクリックした後、［調整］→［ス［編集］をクリックした後、［調整］→［ス

マートエンハンス］を選択します。マートエンハンス］を選択します。

22 オプションパネルでツールを選択します。プオプションパネルでツールを選択します。プ

ログラムが自動的に各ツールに対する最適なログラムが自動的に各ツールに対する最適な

設定値を検出し、アイコンをクリックすると設定値を検出し、アイコンをクリックすると

同時にフォトが修正されます。同時にフォトが修正されます。

編集編集

iPhoto ExpressiPhoto Expressは写真撮影技術に関する知識のない方も、簡単に「完璧なフォト」を作成することがは写真撮影技術に関する知識のない方も、簡単に「完璧なフォト」を作成することが

できます。できます。iPhoto ExpressiPhoto Expressでは露出過度やピンぼけなど、ありがちな失敗を即座に修正することがででは露出過度やピンぼけなど、ありがちな失敗を即座に修正することがで

きます。きます。

この章では、次の項目について説明します。この章では、次の項目について説明します。

•• 修正を行うために提供されている調整ツールと選択ツールの各種機能修正を行うために提供されている調整ツールと選択ツールの各種機能

•• さまざまな種類のオブジェクトと機能さまざまな種類のオブジェクトと機能

適切なツールの選択適切なツールの選択

特にデジタルカメラやスキャナから撮り込んだイメージには、たいていある程度の調整が必要です。特にデジタルカメラやスキャナから撮り込んだイメージには、たいていある程度の調整が必要です。

［調整］メニューには次のようなツールがあります。［調整］メニューには次のようなツールがあります。

オリジナルオリジナル

カラーエンハンサカラーエンハンサ

編集：スマートエンハンス編集：スマートエンハンス

編集：形状編集：形状

編集：回転＆リサイズ編集：回転＆リサイズ
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イメージの回転とリサイズイメージの回転とリサイズ

11 フォトモードでメニューコマンドバー上のフォトモードでメニューコマンドバー上の

［編集］をクリックした後、［調整］→［回［編集］をクリックした後、［調整］→［回

転＆サイズ変更］を選択します。転＆サイズ変更］を選択します。

22 オプションパネルで回転か反転のアイコンをオプションパネルで回転か反転のアイコンを

クリックします。クリックします。

33 完了したら［閉じる］をクリックします。完了したら［閉じる］をクリックします。

メモ：メモ：

•• イメージを正確に回転させるには、丸やイメージを正確に回転させるには、丸や

角のコントロールハンドルを使用しま角のコントロールハンドルを使用しま

す。す。

•• イメージの周りに表示されている丸いコイメージの周りに表示されている丸いコ

ントロールハンドルをドラッグして、イントロールハンドルをドラッグして、イ

メージを任意のサイズに変えます。メージを任意のサイズに変えます。

イメージをトリムするイメージをトリムする

11 フォトモードでメニューコマンドバー上のフォトモードでメニューコマンドバー上の

［編集］をクリックした後、［調整］→［ト［編集］をクリックした後、［調整］→［ト

リム］を選択します。リム］を選択します。

22 オプションパネルでトリム形状を選択しまオプションパネルでトリム形状を選択しま

す。す。

33 イメージ上でトリムする形状を調整します。イメージ上でトリムする形状を調整します。

44 トリム形状に対するソフトエッジを指定しまトリム形状に対するソフトエッジを指定しま

す。ソフトエッジを適用すると、トリムしたす。ソフトエッジを適用すると、トリムした

範囲のエッジを背景になじませることができ範囲のエッジを背景になじませることができ

ます。ます。

55 ［適用］をクリックします。［適用］をクリックします。

メモ：メモ：

•• トリムしたエリアから新しいイメージをトリムしたエリアから新しいイメージを

作成するには、オプションパネルで［イ作成するには、オプションパネルで［イ

メージを新規作成］を選択します。メージを新規作成］を選択します。

•• 範囲を選択してクロップ機能を使用する範囲を選択してクロップ機能を使用する

と、自由な形状を作成できます。詳細はと、自由な形状を作成できます。詳細は

1 91 9 ページの「選択範囲の使い方」をお読ページの「選択範囲の使い方」をお読

みください。みください。

手動回転手動回転

高さ調整高さ調整

水平反転水平反転
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200 dpi200 dpiのの1156x7631156x763イイ
メージメージ

400 dpi400 dpiのの1156x7631156x763
イメージイメージ

イメージのフォーカスを調整するイメージのフォーカスを調整する

11 フォトモードでメニューコマンドバー上のフォトモードでメニューコマンドバー上の

［編集］をクリックした後、［調整］→［編集］をクリックした後、［調整］→

［フォーカス］を選択します。［フォーカス］を選択します。

22 サムネイルをダブルクリックするか、サムネサムネイルをダブルクリックするか、サムネ

イルをイメージへドラッグすることによっイルをイメージへドラッグすることによっ

て、フォーカスのプリセットを選択します。て、フォーカスのプリセットを選択します。

または、［アドバンスモード］ボタンをクまたは、［アドバンスモード］ボタンをク

リックして調整を行います。リックして調整を行います。

33 アドバンスモードで［レベル］スライダとアドバンスモードで［レベル］スライダと

［範囲］スライダを使ってそれぞれの調整を［範囲］スライダを使ってそれぞれの調整を

行います。オプションパネルの上部にあるプ行います。オプションパネルの上部にあるプ

レビューウインドウには、調整の状況がリアレビューウインドウには、調整の状況がリア

ルタイムで表示されます。ルタイムで表示されます。

44 調整が完了したら、［適用］をクリックしま調整が完了したら、［適用］をクリックしま

す。す。
調整後調整後

イメージをリサイズするイメージをリサイズする

11 フォトモードでメニューコマンドバー上のフォトモードでメニューコマンドバー上の

［編集］をクリックした後、［調整］→［リ［編集］をクリックした後、［調整］→［リ

サイズ］を選択します。サイズ］を選択します。

22 オプションパネルで標準サイズを選択するオプションパネルで標準サイズを選択する

か、［ユーザ定義］の欄にイメージのサイズか、［ユーザ定義］の欄にイメージのサイズ

を入力します。を入力します。

33 ［適用］をクリックします。［適用］をクリックします。

メモ：メモ：

•• ［縦横比固定］を選択してイメージの［縦横比固定］を選択してイメージの

元の縦横比を維持します。元の縦横比を維持します。

•• イメージの解像度はイメージが用紙にイメージの解像度はイメージが用紙に

どのように印刷されるかを決定しまどのように印刷されるかを決定しま

す。低解像度のイメージは少ない量のす。低解像度のイメージは少ない量の

大きいサイズのピクセルで構成され、大きいサイズのピクセルで構成され、

高解像度のイメージは細かいサイズの高解像度のイメージは細かいサイズの

多くのピクセルで構成されます。多くのピクセルで構成されます。

オリジナルオリジナル
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イメージの照明を調整するイメージの照明を調整する

11 フォトモードでメニューコマンドバー上のフォトモードでメニューコマンドバー上の

［編集］をクリックした後、［調整］→［照［編集］をクリックした後、［調整］→［照

明］を選択します。明］を選択します。

22 サムネイルをダブルクリックするか、サムネサムネイルをダブルクリックするか、サムネ

イルをイメージへドラッグすることによっイルをイメージへドラッグすることによっ

て、照明のプリセットを選択します。またて、照明のプリセットを選択します。また

は、［アドバンスモード］ボタンをクリックは、［アドバンスモード］ボタンをクリック

して調整を行います。して調整を行います。

33 アドバンスモードで［明度］スライダ、［コアドバンスモードで［明度］スライダ、［コ

ントラスト］スライダ、［ガンマ］スライダントラスト］スライダ、［ガンマ］スライダ

を使って調整します。オプションパネルのプを使って調整します。オプションパネルのプ

レビューウインドウには、調整の状況がリアレビューウインドウには、調整の状況がリア

ルタイムで表示されます。ルタイムで表示されます。

44 調整が完了したら、［適用］をクリックしま調整が完了したら、［適用］をクリックしま

す。す。

調整後調整後

カラーバランスを調整するカラーバランスを調整する

11 フォトモードでメニューコマンドバー上のフォトモードでメニューコマンドバー上の

［編集］をクリックした後、［調整］→［カ［編集］をクリックした後、［調整］→［カ

ラーバランス］を選択します。ラーバランス］を選択します。

22 サムネイルをダブルクリックするか、サムネサムネイルをダブルクリックするか、サムネ

イルをイメージへドラッグすることによっイルをイメージへドラッグすることによっ

て、カラーバランスのプリセットを選択しまて、カラーバランスのプリセットを選択しま

す。または、［アドバンスモード］ボタンをす。または、［アドバンスモード］ボタンを

クリックして調整を行います。クリックして調整を行います。

33 アドバンスモードで［シアンから赤］、［マアドバンスモードで［シアンから赤］、［マ

ゼンタから緑］、［黄色から青］を調整しまゼンタから緑］、［黄色から青］を調整しま

す。オプションパネルのプレビューウインドす。オプションパネルのプレビューウインド

ウには、調整の状況がリアルタイムで表示さウには、調整の状況がリアルタイムで表示さ

れます。れます。

44 調整が完了したら、［適用］をクリックしま調整が完了したら、［適用］をクリックしま

す。す。

オリジナルオリジナル

調整後調整後

オリジナルオリジナル
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レッドアイツールレッドアイツール

このツールはフラッシュにより生じたレッドアイを除去するのに便利です。またこのツールを使っこのツールはフラッシュにより生じたレッドアイを除去するのに便利です。またこのツールを使っ

て瞳の色を変えることもできます。て瞳の色を変えることもできます。

ステップ１ステップ１

ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３

ステップ４ステップ４

ステップ５ステップ５

ステップ６ステップ６

ヒント：ヒント：

•• ［設定を戻す］をクリックするとデ［設定を戻す］をクリックするとデ

フォルトの設定に戻すことができまフォルトの設定に戻すことができま

す。す。

•• ＋キーを押すとイメージが拡大され、＋キーを押すとイメージが拡大され、

－キーを押すと縮小されます。－キーを押すと縮小されます。

レッドアイを除去するにはレッドアイを除去するには

11 ブラシを使用する場合は、円の１つをクリッブラシを使用する場合は、円の１つをクリッ

クしてストロークサイズを定義し、ブラシのクしてストロークサイズを定義し、ブラシの

サイズを選択します。サイズを選択します。

22 調整する際の参考となるように、色の近似値調整する際の参考となるように、色の近似値

を設定します。近似値を高くすると、より多を設定します。近似値を高くすると、より多

くの部分が含まれます。くの部分が含まれます。

33 既存の色を置き換えるための色の濃度を指定既存の色を置き換えるための色の濃度を指定

します。します。

44 レッドアイ除去を選択して赤い目を黒に変えレッドアイ除去を選択して赤い目を黒に変え

ます。全く別の色に変えたい場合は、［目のます。全く別の色に変えたい場合は、［目の

色を変更］を選択した後カラーボックスをク色を変更］を選択した後カラーボックスをク

リックして色を選択してください。リックして色を選択してください。

55 色を変えたいエリアをドラッグしてくださ色を変えたいエリアをドラッグしてくださ

い。い。

66 良い結果が得られたら、［閉じる］をクリッ良い結果が得られたら、［閉じる］をクリッ

クします。クします。
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選択ツールの使い方選択ツールの使い方

ここまでの段階で、調整ツールについてはよくご理解いただけたはずです。イメージによっては特ここまでの段階で、調整ツールについてはよくご理解いただけたはずです。イメージによっては特

定のエリアを調整するだけで良い場合もありますし、あるいはイメージからこれらのエリアを完全定のエリアを調整するだけで良い場合もありますし、あるいはイメージからこれらのエリアを完全

に削除してしまった方が良い場合もあります。このような状況で選択ツールが役に立ちます。範囲に削除してしまった方が良い場合もあります。このような状況で選択ツールが役に立ちます。範囲

を選択することによって、残りの部分には変更を加えずに指定したエリアだけを修正することがでを選択することによって、残りの部分には変更を加えずに指定したエリアだけを修正することがで

きます。きます。

ステップ１ステップ１

ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３

単純な形状の範囲を選択するには単純な形状の範囲を選択するには

11 フォトモードでメニューコマンドバー上のフォトモードでメニューコマンドバー上の

［編集］をクリックした後、［選択範囲］→［編集］をクリックした後、［選択範囲］→

［形状］を選択します。［形状］を選択します。

22 オプションパネルで形状を選択します。オプションパネルで形状を選択します。

33 作業領域でカーソルをドラッグして範囲を選作業領域でカーソルをドラッグして範囲を選

択します。択します。

44 マウスを放すと範囲が選択されます。マウスを放すと範囲が選択されます。

メモ：メモ：中央のポイントを参照点として範囲中央のポイントを参照点として範囲

を作成するには、［選択オプション］のを作成するには、［選択オプション］の

ポップアップメニューから［中央から描ポップアップメニューから［中央から描

く］を選択します。く］を選択します。

フォトモードで［編集］→［選択範囲］メニューフォトモードで［編集］→［選択範囲］メニュー

を選択すると選択ツールが表示されます。選択しを選択すると選択ツールが表示されます。選択し

た範囲をドラッグするとオブジェクトに変換できた範囲をドラッグするとオブジェクトに変換でき

ます。これらのオブジェクトはフォトのほかの部ます。これらのオブジェクトはフォトのほかの部

分には影響を与えずに、移動させたり、編集、変分には影響を与えずに、移動させたり、編集、変

更したりすることができます。また、これらをほ更したりすることができます。また、これらをほ

かのイメージやプロジェクトにカットアンドペーかのイメージやプロジェクトにカットアンドペー

ストすることもできます。ストすることもできます。
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ステップ１ステップ１

ステップ２ステップ２

スマート選択ツールで範囲を選択するスマート選択ツールで範囲を選択する

11 フォトモードでメニューコマンドバー上の［編フォトモードでメニューコマンドバー上の［編

集］をクリックした後、［選択範囲］→［ス集］をクリックした後、［選択範囲］→［ス

マート選択］を選択します。マート選択］を選択します。

22 選択を開始するポイントをクリックします。赤選択を開始するポイントをクリックします。赤

いボタンが表れたら、イメージの周りをクリッいボタンが表れたら、イメージの周りをクリッ

クして新しい参照点を作成します。クして新しい参照点を作成します。

33 再度赤いボタンをクリックして範囲を閉じま再度赤いボタンをクリックして範囲を閉じま

す。するとボタンが緑色に変わります。す。するとボタンが緑色に変わります。

44 現在の選択範囲を細かく調整するには、マウス現在の選択範囲を細かく調整するには、マウス

を選択フレームに合わせて指の形に変えます。を選択フレームに合わせて指の形に変えます。

55 選択範囲の枠をドラッグして調整します。選択範囲の枠をドラッグして調整します。

66 編集が完了したら緑色のボタンをクリックして編集が完了したら緑色のボタンをクリックして

実際に範囲を選択します。実際に範囲を選択します。

ヒント：ヒント：周りの色とエッジの色が似ている場合周りの色とエッジの色が似ている場合

は、許容値のスライダを左に動かしてください。は、許容値のスライダを左に動かしてください。
ステップ４ステップ４

ステップ５ステップ５

ステップ１ステップ１

ステップ２ステップ２
ステップ３ステップ３

色による範囲の選択色による範囲の選択

11 メニューコマンドバー上の［編集］をクリックメニューコマンドバー上の［編集］をクリック

した後、［選択範囲］→［色による選択］を選した後、［選択範囲］→［色による選択］を選

択します。択します。

22 ベースイメージをクリックするか、ドラッグしベースイメージをクリックするか、ドラッグし

て参照色を選択します。て参照色を選択します。

メモ：メモ：

•• 選択範囲の中に含まれる色域は、近似値に選択範囲の中に含まれる色域は、近似値に

よって決定されます。選択範囲がはっきりよって決定されます。選択範囲がはっきり

しない場合や、選択した色域全体がカバーしない場合や、選択した色域全体がカバー

されない場合は、近似値を調整する必要がされない場合は、近似値を調整する必要が

あります。あります。

•• ［選択範囲を拡張］オプションを選択する［選択範囲を拡張］オプションを選択する

と、イメージ全体から近似色に含まれるエと、イメージ全体から近似色に含まれるエ

リアが選択されます。リアが選択されます。
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エッジ効果の使い方エッジ効果の使い方

11 ［次へ］をクリックして他のオプションパネル［次へ］をクリックして他のオプションパネル

を開きます。を開きます。

22 ドロップダウンメニューからエッジタイプを選ドロップダウンメニューからエッジタイプを選

択します。択します。

33 ［選択したエッジタイプのプリセットを表示し［選択したエッジタイプのプリセットを表示し

ます］をクリックします。ます］をクリックします。

44 プリセットをダブルクリックしてイメージに適プリセットをダブルクリックしてイメージに適

用します。用します。

55 完了したら完了したら［閉じる］をクリックします。［閉じる］をクリックします。

オブジェクトについてオブジェクトについて

オブジェクトはイメージやプロジェクトに配置される単独のコンポーネントです。オブジェクトにオブジェクトはイメージやプロジェクトに配置される単独のコンポーネントです。オブジェクトに

はフレーム、シャドウ、テキスト、イメージ、背景が含まれます。はフレーム、シャドウ、テキスト、イメージ、背景が含まれます。*.UPX*.UPX（イメージ）か（イメージ）か *.TPX *.TPX
（プロジェクト）形式で保存すると、各オブジェクトの特長と属性が維持されますので、いつでも（プロジェクト）形式で保存すると、各オブジェクトの特長と属性が維持されますので、いつでも

編集し直すことができます。以下にオブジェクトについてのヒントを紹介します。編集し直すことができます。以下にオブジェクトについてのヒントを紹介します。

•• ほとんどのオブジェクトはそれを作成するときに使用したツールで調整できます。ほとんどのオブジェクトはそれを作成するときに使用したツールで調整できます。

•• ショートカットバー上の［オブジェクトレベル］ボタンをクリックすると、オブジェクトのレイショートカットバー上の［オブジェクトレベル］ボタンをクリックすると、オブジェクトのレイ

ヤーを調整できます。ヤーを調整できます。

•• オブジェクトにどの程度背景を透かして見せるかを指定するには、オブジェクトを右クリックしオブジェクトにどの程度背景を透かして見せるかを指定するには、オブジェクトを右クリックし

て［透明度］を選択します。て［透明度］を選択します。

•• イメージにオブジェクトを埋め込むには、オブジェクトを右クリックして［マージ］を選択しまイメージにオブジェクトを埋め込むには、オブジェクトを右クリックして［マージ］を選択しま

す。す。

メモ：メモ：

•• 選択範囲をドラッグするとオブジェクトに変換できます。またはサムネイルストリップから新し選択範囲をドラッグするとオブジェクトに変換できます。またはサムネイルストリップから新し

いイメージを選択することもできます。いイメージを選択することもできます。

•• エッジのプリセットが現在の選択範囲の形状と異なっている場合は、［オリジナルの形状を維エッジのプリセットが現在の選択範囲の形状と異なっている場合は、［オリジナルの形状を維

持］を選択すると形状を維持できます。持］を選択すると形状を維持できます。

•• アドバンスモードではアドバンスモードでは2 D /2 D / マスク効果とマジック効果のエッジの色を選択できます。マスク効果とマジック効果のエッジの色を選択できます。

•• アドバンスモードでは入力したテキストに適用したテキストエッジ効果をカスタマイズすることアドバンスモードでは入力したテキストに適用したテキストエッジ効果をカスタマイズすること

ができます。ができます。

選択後の処理選択後の処理

選択した範囲はいろいろなことに利用できます。選択した範囲はいろいろなことに利用できます。

•• 選択範囲でフォトをクロップできます。つまり、選択した範囲が残され、ほかの部分が除去され選択範囲でフォトをクロップできます。つまり、選択した範囲が残され、ほかの部分が除去され

ます。オプションパネルで［次へ］をクリックした後、［現在の選択範囲でクロップ］をクリッます。オプションパネルで［次へ］をクリックした後、［現在の選択範囲でクロップ］をクリッ

クしてください。クしてください。

•• エッジ効果を作成できます。エッジ効果を作成できます。

ステップ１ステップ１

ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３
ステップ４ステップ４

ステップ５ステップ５
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テキストを引き立てるにはテキストを引き立てるには

イメージにテキストを挿入するだけでも十分魅力的ですが、テキストを引き立たせたい場合はイメージにテキストを挿入するだけでも十分魅力的ですが、テキストを引き立たせたい場合はiPhotoiPhoto

ExpressExpressに備えられている効果を活用してください。に備えられている効果を活用してください。

メモ：メモ：効果を活用するためにテキストツールを使用するには、作業領域でテキストオブジェクトを有効に効果を活用するためにテキストツールを使用するには、作業領域でテキストオブジェクトを有効に

しておく必要があります（クリックするだけです）。しておく必要があります（クリックするだけです）。

テキストの調整テキストの調整

ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３

ステップ４ステップ４

ステップ５ステップ５

フォトにテキストを追加すると、フォトを生き生きとさせ、それらをポストカード、グリーティンフォトにテキストを追加すると、フォトを生き生きとさせ、それらをポストカード、グリーティン

グカード、招待状、バースデーカードに変えることができます。グカード、招待状、バースデーカードに変えることができます。iPhoto ExpressiPhoto Expressにはテキストに活用にはテキストに活用

してプロジェクトを作成するためのツールが豊富に用意されています。テキストツールはフォトしてプロジェクトを作成するためのツールが豊富に用意されています。テキストツールはフォト

モードやプロジェクトモードで［編集］をクリックした後、［テキスト］を選択すると使用できまモードやプロジェクトモードで［編集］をクリックした後、［テキスト］を選択すると使用できま

す。す。

新規テキストを追加する新規テキストを追加する

11 メニューコマンドバー上の［編集］をクメニューコマンドバー上の［編集］をク

リックした後、［テキスト］→［追加リックした後、［テキスト］→［追加//編編
集］を選択します。集］を選択します。

22 オプションパネルの［テキスト入力］ボッオプションパネルの［テキスト入力］ボッ

クスにテキストを入力します。クスにテキストを入力します。

33 オプションを正しい設定になるように調整オプションを正しい設定になるように調整

します。します。

44 ［新しいテキストを入力］オプションを選［新しいテキストを入力］オプションを選

択して［適用］をクリックし、フォトやプ択して［適用］をクリックし、フォトやプ

ロジェクトにテキストを追加します。ロジェクトにテキストを追加します。

55 良い結果が得られたら、［閉じる］をク良い結果が得られたら、［閉じる］をク

リックします。リックします。

ステップ１ステップ１

メモ：メモ：テキストオブジェクトをダブルクリッテキストオブジェクトをダブルクリッ

クして編集した後、オプションパネルで必要クして編集した後、オプションパネルで必要

な調整を行い、［選択したテキストを更新］な調整を行い、［選択したテキストを更新］

を選択してから［適用］をクリックしてくだを選択してから［適用］をクリックしてくだ

さい。さい。ヒント：ヒント：作業領域のテキストオブジェクト作業領域のテキストオブジェクト

マーキーを調整すると、テキストを手動でマーキーを調整すると、テキストを手動で

リサイズできます。リサイズできます。
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テキストオブジェクトの形状を変えるテキストオブジェクトの形状を変える

11 メニューコマンドバー上の［編集］をクリッメニューコマンドバー上の［編集］をクリッ

クした後、［テキスト］→［形状変更］を選クした後、［テキスト］→［形状変更］を選

択します。択します。

22 オプションパネルのドロップダウンメニューオプションパネルのドロップダウンメニュー

からタイプを選択します。からタイプを選択します。

33 サムネイルをダブルクリックするか、サムネサムネイルをダブルクリックするか、サムネ

イルをイメージへドラッグすることによっイルをイメージへドラッグすることによっ

て、プリセットを選択します。て、プリセットを選択します。

テキストオブジェクトを変形させるテキストオブジェクトを変形させる

11 メニューコマンドバー上の［編集］をクリッメニューコマンドバー上の［編集］をクリッ

クした後、［テキスト］→［変形］を選択しクした後、［テキスト］→［変形］を選択し

ます。ます。

22 オプションパネルで変形ツールを選択しまオプションパネルで変形ツールを選択しま

す。す。

33 マウスをコントロールハンドルに合わせまマウスをコントロールハンドルに合わせま

す。ポインタが四方向の矢印に変わったら、す。ポインタが四方向の矢印に変わったら、

任意の方向にドラッグしてください。任意の方向にドラッグしてください。

44 編集が完了したら［閉じる］をクリックしま編集が完了したら［閉じる］をクリックしま

す。す。

ステップ１ステップ１ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３ステップ４ステップ４

ステップ１ステップ１
ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３

注意：注意：テキスト効果はテキスト効果は iPhotoExpress SE  iPhotoExpress SE バージョンで使用することができません。バージョンで使用することができません。
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ヒント：ヒント：Ctrl+ZCtrl+Zを押すと最後の操作を元にを押すと最後の操作を元に

戻すことができます。戻すことができます。

ヒント：ヒント：ペイントしたいエリアを選択するにペイントしたいエリアを選択するに

は、選択ツールを使用します。詳しい使用は、選択ツールを使用します。詳しい使用

方法については、方法については、1 91 9 ページをお読みくださページをお読みくださ

い。い。

クローンツールの使い方クローンツールの使い方

11 オプションパネルの［ソースフォトを選オプションパネルの［ソースフォトを選

択］のサムネイルストリップでサムネイル択］のサムネイルストリップでサムネイル

イメージをクリックします。イメージをクリックします。

22 ソースフォトビューウィンドウでクリックソースフォトビューウィンドウでクリック

すると、ソースイメージに参照点がマークすると、ソースイメージに参照点がマーク

されます。されます。

33 ［ブラシの属性を調整］アイコンをクリッ［ブラシの属性を調整］アイコンをクリッ

クします。クします。

44 オプションパネルでその他の設定を調整オプションパネルでその他の設定を調整

し、［し、［OKOK］をクリックします。］をクリックします。

55 作業領域でターゲットのイメージをペイン作業領域でターゲットのイメージをペイン

トするとクローンできます。トするとクローンできます。

ステップ１ステップ１

ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３ ステップ４ステップ４

ステップ５ステップ５

ペイントツールとクローンツールの使い方ペイントツールとクローンツールの使い方

これらのツールは創造性を高めるのに非常に便利です。ペイントツールはイメージに自由なタッチこれらのツールは創造性を高めるのに非常に便利です。ペイントツールはイメージに自由なタッチ

を加え、クローンツールはイメージの一部を複製して面白い作品に仕上げます。ペイントツールはを加え、クローンツールはイメージの一部を複製して面白い作品に仕上げます。ペイントツールは

フォトモードフォトモードで［編集］をクリックした後、で［編集］をクリックした後、［ペイント］を選択すると使用できます。［ペイント］を選択すると使用できます。

ブラシツールでペイントするブラシツールでペイントする

11 オプションパネルで必要な属性を調整しまオプションパネルで必要な属性を調整しま

す。す。

22 ペイントを開始したい位置にマウスを合わせペイントを開始したい位置にマウスを合わせ

ます。ます。

33 マウスを押したままドラッグします。マウスを押したままドラッグします。

44 マウスを放すとストロークが終わります。マウスを放すとストロークが終わります。

55 芯の部分をペイントします。思い通りに調整芯の部分をペイントします。思い通りに調整

できたら［閉じる］をクリックしてくださできたら［閉じる］をクリックしてくださ

い。い。

ステップ１ステップ１

ステップ２ステップ２
ステップ３ステップ３

ステップ４ステップ４ ステップ５ステップ５
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効果メニュー効果メニュー

ヒント：ヒント：さまざまなアーティストツールをさまざまなアーティストツールを

お試しください。驚くほどクリエイティブお試しください。驚くほどクリエイティブ

な効果を作成できます。な効果を作成できます。

イメージをアート作品に変えるイメージをアート作品に変える

11 メニューコマンドバー上の［編集］をクリッメニューコマンドバー上の［編集］をクリッ

クした後、［効果］→［アーティスト］を選クした後、［効果］→［アーティスト］を選

択します。択します。

22 ［アーティスト］サブメニューからアーティ［アーティスト］サブメニューからアーティ

ストスタイルを選択します。ストスタイルを選択します。

33 サムネイルをダブルクリックするか、サムネサムネイルをダブルクリックするか、サムネ

イルをイメージへドラッグすることによっイルをイメージへドラッグすることによっ

て、プリセットを選択します。または、［アて、プリセットを選択します。または、［ア

ドバンスモード］ボタンをクリックして調整ドバンスモード］ボタンをクリックして調整

を行います。を行います。

44 アドバンスモードでオプションを調整しまアドバンスモードでオプションを調整しま

す。す。

55 調整が完了したら［適用］をクリックしま調整が完了したら［適用］をクリックしま

す。す。

iPhoto ExpressiPhoto Expressの［効果］メニューには、イメージを引き立たせるエンハンスツールや特殊効果が豊の［効果］メニューには、イメージを引き立たせるエンハンスツールや特殊効果が豊

富に用意されています。さまざまなツールの中から気に入ったものを選択してください。創造性が富に用意されています。さまざまなツールの中から気に入ったものを選択してください。創造性が

一段と高まります。一段と高まります。

色えんぴつ色えんぴつ

イメージにスポットライトを当てるイメージにスポットライトを当てる

11 メニューコマンドバー上の［編集］をクリッメニューコマンドバー上の［編集］をクリッ

クした後、［効果］→［レンズ］を選択しまクした後、［効果］→［レンズ］を選択しま

す。す。

22 ［レンズ］メニューから［スポットライト］［レンズ］メニューから［スポットライト］

を選択します。を選択します。

33 サムネイルからスポットライト効果のプリサムネイルからスポットライト効果のプリ

セットを選択するか、［アドバンスモード］セットを選択するか、［アドバンスモード］

ボタンをクリックして調整します。ボタンをクリックして調整します。

44 プリセットを選択するか、設定を変更したプリセットを選択するか、設定を変更した

後、［適用］をクリックします。後、［適用］をクリックします。

スポットライトスポットライト
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ヒント：ヒント：星、バブル、蛍を選択していると星、バブル、蛍を選択していると

きには、アドバンスモードでは個々のエレきには、アドバンスモードでは個々のエレ

メントを編集することができます。いずれメントを編集することができます。いずれ

か１つをクリックして、オプションを自在か１つをクリックして、オプションを自在

に調整してください。エレメントを選択解に調整してください。エレメントを選択解

除するには、プレビューウィンドウをク除するには、プレビューウィンドウをク

リックするか、［選択解除］ボタンをクリックするか、［選択解除］ボタンをク

リックしてください。リックしてください。

イメージにバブルを追加するイメージにバブルを追加する

11 メニューコマンドバー上の［編集］をクリッメニューコマンドバー上の［編集］をクリッ

クした後、［粒子］→［バブル］を選択しまクした後、［粒子］→［バブル］を選択しま

す。す。

22 バブルのプリセットを選択し、［適用］をクバブルのプリセットを選択し、［適用］をク

リックします。または［アドバンスモード］リックします。または［アドバンスモード］

ボタンをクリックしてバブルをカスタマイズボタンをクリックしてバブルをカスタマイズ

します。します。

33 アドバンスモードでスライダを使ってバブルアドバンスモードでスライダを使ってバブル

の量とサイズを調整し、サムネイルからプリの量とサイズを調整し、サムネイルからプリ

セットのスタイルを選択します。セットのスタイルを選択します。

44 バブルの色を設定するには、［バブルの色をバブルの色を設定するには、［バブルの色を

調整］ボタンをクリックして、サムネイルか調整］ボタンをクリックして、サムネイルか

らカラープリセットを選択するか、手動で色らカラープリセットを選択するか、手動で色

を調整してください。を調整してください。

55 設定が完了したら［設定が完了したら［OKOK］をクリックして、］をクリックして、

［適用］をクリックします。［適用］をクリックします。

バブルバブル

　　イメージに適用できるその他の効果イメージに適用できるその他の効果
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装飾の追加装飾の追加

フォトモードとプロジェクトモードの装飾カテゴリーには、さまざまな装飾効果が用意されていまフォトモードとプロジェクトモードの装飾カテゴリーには、さまざまな装飾効果が用意されていま

す。これらは特殊なオブジェクトベースの効果です。この中にはフレーム、エッジ、小道具、シャす。これらは特殊なオブジェクトベースの効果です。この中にはフレーム、エッジ、小道具、シャ

ドウなどのほか、フォトやフォトオブジェクトを引き立たせる署名ツールも含まれています。ドウなどのほか、フォトやフォトオブジェクトを引き立たせる署名ツールも含まれています。

特殊エッジ効果を追加する特殊エッジ効果を追加する

11 メニューコマンドバー上の［編集］をクメニューコマンドバー上の［編集］をク

リックした後、リックした後、［装飾］→［エッジ］を［装飾］→［エッジ］を

選択し、エッジ効果のタイプを選択しま選択し、エッジ効果のタイプを選択しま

す。す。

22 オプションパネルの任意のエッジのプリオプションパネルの任意のエッジのプリ

セットを選択します。セットを選択します。

33 サムネイルをダブルクリックするか、ササムネイルをダブルクリックするか、サ

ムネイルをイメージへドラッグすることムネイルをイメージへドラッグすること

によって、プリセットを選択します。によって、プリセットを選択します。

テキストエッジ効果の使い方テキストエッジ効果の使い方

11 メニューコマンドバー上の［編集］をクメニューコマンドバー上の［編集］をク

リックした後、［装飾］→［エッジ］→リックした後、［装飾］→［エッジ］→

［テキスト］を選択します。［テキスト］を選択します。

22 オプションパネルでプリセットのエッジオプションパネルでプリセットのエッジ

を選択します。を選択します。

33 ［エッジの色］を選択し、テキストの［エッジの色］を選択し、テキストの

エッジの色を選択してください。エッジの色を選択してください。

44 ［アドバンスモード］アイコンをクリッ［アドバンスモード］アイコンをクリッ

クします。クします。

55 テキストエッジ効果を適用するテキストテキストエッジ効果を適用するテキスト

を入力します。を入力します。

66 ドロップダウンメニューからフォントをドロップダウンメニューからフォントを

選択し、テキストエッジのフォントを選選択し、テキストエッジのフォントを選

択します。択します。

77 ［適用］をクリックします。［適用］をクリックします。

ステップ１ステップ１

ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３

ステップ１ステップ１ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３

ステップ４ステップ４

ステップ５ステップ５

ステップ６ステップ６

ステップ７ステップ７

メモ：メモ：

•• ［オリジナルの形状を維持］を選択する［オリジナルの形状を維持］を選択する

と、テキストエッジ効果を選択範囲やイと、テキストエッジ効果を選択範囲やイ

メージの形状に合わせることができます。メージの形状に合わせることができます。

•• ［テキストを端に合わせる］を選択する［テキストを端に合わせる］を選択する

と、テキストを横の長さに合わせて伸縮さと、テキストを横の長さに合わせて伸縮さ

せます。せます。
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イメージに署名を追加するにはイメージに署名を追加するには

11 メニューコマンドバー上の［編集］をクリッメニューコマンドバー上の［編集］をクリッ

クした後、［装飾］→［署名］を選択しまクした後、［装飾］→［署名］を選択しま

す。す。

22 オプションパネルでカテゴリーを選択しまオプションパネルでカテゴリーを選択しま

す。す。

33 オプションパネルで署名のプリセットを選択オプションパネルで署名のプリセットを選択

します。します。

44 気に入ったものをダブルクリックするか、気に入ったものをダブルクリックするか、

［適用］をクリックします。またそれを任意［適用］をクリックします。またそれを任意

の位置へドラッグすることもできます。の位置へドラッグすることもできます。

独自の署名を作成する独自の署名を作成する

11 オプションパネルで［新しい署名を作成］ボオプションパネルで［新しい署名を作成］ボ

タンをクリックします。タンをクリックします。

22 ［新しい署名を作成］のダイアログボックス［新しい署名を作成］のダイアログボックス

で署名を作成します。で署名を作成します。

33 必要に応じて設定を調整します。必要に応じて設定を調整します。

44 ［保存］をクリックします。［保存］をクリックします。

メモ：メモ：［保存］をクリックすると、［新しい［保存］をクリックすると、［新しい

署名を作成］ボタンを押す前にオリジナルの署名を作成］ボタンを押す前にオリジナルの

署名が［カテゴリ］内（オプションパネル）署名が［カテゴリ］内（オプションパネル）

のサムネイルプリセットに追加されます。のサムネイルプリセットに追加されます。

イメージにフレームを付けるにはイメージにフレームを付けるには

11 メニューコマンドバー上の［編集］をクリッメニューコマンドバー上の［編集］をクリッ

クした後、［装飾］→［フレーム］を選択しクした後、［装飾］→［フレーム］を選択し

ます。ます。

22 オプションパネルでフレームを選択して［適オプションパネルでフレームを選択して［適

用］をクリックします。用］をクリックします。

ステップ１ステップ１ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３

ステップ１ステップ１

ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３

ステップ４ステップ４

ステップ４ステップ４

ステップ１ステップ１

ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３
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オブジェクトにシャドウを加えるオブジェクトにシャドウを加える

11 メニューコマンドバー上の［編集］をクリッメニューコマンドバー上の［編集］をクリッ

クした後、［装飾］→［シャドウ］を選択しクした後、［装飾］→［シャドウ］を選択し

ます。ます。

22 ［シャドウを追加］ボタンをクリックする［シャドウを追加］ボタンをクリックする

と、選択したオブジェクトの下にハンドルがと、選択したオブジェクトの下にハンドルが

付いたシャドウが現れます。付いたシャドウが現れます。

33 シャドウハンドルをドラッグして位置を調整シャドウハンドルをドラッグして位置を調整

してください。してください。

44 シャドウの色、透明度、ソフトエッジなどをシャドウの色、透明度、ソフトエッジなどを

調整します。調整します。

ステップ１ステップ１

ステップ２ステップ２

ステップ４ステップ４

ステップ３ステップ３

小道具を追加する小道具を追加する

11 メニューコマンドバー上の［編集］をクリッメニューコマンドバー上の［編集］をクリッ

クした後、［装飾］→［小道具］を選択しまクした後、［装飾］→［小道具］を選択しま

す。す。

22 オプションパネルでクリップアートのカテゴオプションパネルでクリップアートのカテゴ

リーを選択します。するとこのカテゴリーのリーを選択します。するとこのカテゴリーの

クリップアートが表示されます。クリップアートが表示されます。

33 サムネイルウィンドウからクリップアートをサムネイルウィンドウからクリップアートを

選択します。選択します。

44 気に入ったものをダブルクリックするか、気に入ったものをダブルクリックするか、

［適用］をクリックします。またそれを任意［適用］をクリックします。またそれを任意

の位置へドラッグすることもできます。の位置へドラッグすることもできます。

ステップ１ステップ１ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３
ステップ４ステップ４

ヒント：ヒント：小道具オブジェクトをリサイズする小道具オブジェクトをリサイズする

には、［編集］→［調整］→［回転には、［編集］→［調整］→［回転&& リサイリサイ
ズ］を選択してください。ズ］を選択してください。

ヒント：ヒント：オブジェクトからシャドウを除去すオブジェクトからシャドウを除去す

るには、作業領域の中のオブジェクトを右クるには、作業領域の中のオブジェクトを右ク

リックして、ポップアップメニューからリックして、ポップアップメニューから

［シャドウを除去］オプションを選択しま［シャドウを除去］オプションを選択しま

す。または、シャドウ効果のオプションパネす。または、シャドウ効果のオプションパネ

ル上で［シャドウを削除］ボタンをクリックル上で［シャドウを削除］ボタンをクリック

します。このオプションパネルで［シャドウします。このオプションパネルで［シャドウ

を追加］ボタンをクリックすると、シャドウを追加］ボタンをクリックすると、シャドウ

を復元できます。を復元できます。



3030

テンプレートの使い方テンプレートの使い方

WebWebページ、グリーティングカード、レターヘッドを上手くレイアウトすることは簡単なことではあページ、グリーティングカード、レターヘッドを上手くレイアウトすることは簡単なことではあ

りません。しかしりません。しかしiPhoto ExpressiPhoto Expressにはさまざまなテンプレートが用意されていますので、レイアウトににはさまざまなテンプレートが用意されていますので、レイアウトに

頭を悩ます必要は全くありません。テンプレートは必要に応じてカスタマイズすることが可能です。頭を悩ます必要は全くありません。テンプレートは必要に応じてカスタマイズすることが可能です。

テンプレートを選択するテンプレートを選択する

11 ［モード］メニューをクリックして［プロ［モード］メニューをクリックして［プロ

ジェクト］を選択します。ジェクト］を選択します。

22 メニューコマンドバーで［プロジェクト取りメニューコマンドバーで［プロジェクト取り

出し］を選択します。サブメニューにプロ出し］を選択します。サブメニューにプロ

ジェクトテンプレートのカテゴリーが表示さジェクトテンプレートのカテゴリーが表示さ

れます（フォルダツリーの構造はれます（フォルダツリーの構造はWindows Windows エエ
クスプローラと同じです）。クスプローラと同じです）。

33 サブカテゴリーを選択すると、作業領域にそサブカテゴリーを選択すると、作業領域にそ

のテンプレートが表示されます。のテンプレートが表示されます。

44 テンプレートをダブルクリックして作業領域テンプレートをダブルクリックして作業領域

に開きます。に開きます。

フォトデータの活用フォトデータの活用

インポートしたフォトを編集、エンハンスした後は、プロジェクトを出力するためのツールセットをインポートしたフォトを編集、エンハンスした後は、プロジェクトを出力するためのツールセットを

使用します。アニメーション使用します。アニメーションWebWebページ、カレンダー、カード、ポスターなどには、テンプレートをページ、カレンダー、カード、ポスターなどには、テンプレートを

利用すると便利です。利用すると便利です。

ステップ１ステップ１
ステップ２ステップ２ステップ３ステップ３

ステップ４ステップ４

プロジェクト入力ツールプロジェクト入力ツール WebWebツールツール
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テンプレートのカスタマイズテンプレートのカスタマイズ

選択したテンプレートは、カスタマイズすることができます。テンプレートはプロジェクトに合わせ選択したテンプレートは、カスタマイズすることができます。テンプレートはプロジェクトに合わせ

て変えられるいくつかのエレメントから構成されています。ここにテンプレートをカスタマイズするて変えられるいくつかのエレメントから構成されています。ここにテンプレートをカスタマイズする

例を紹介します。例を紹介します。

iPhoto ExpressiPhoto ExpressにはにはWebWeb上で１つのイメージを共上で１つのイメージを共

有できるテンプレートが豊富に揃っています。有できるテンプレートが豊富に揃っています。

この機能は気に入ったイメージを他の人と共有この機能は気に入ったイメージを他の人と共有

するのに便利です。するのに便利です。

E-MailE-MailややWebWebサイトにポストして共有できる、電サイトにポストして共有できる、電

子フォトアルバムを作成してみませんか（参照子フォトアルバムを作成してみませんか（参照

モードでのみ有効）？モードでのみ有効）？

友達にフォト、ビデオ、サウンドなどを組み込友達にフォト、ビデオ、サウンドなどを組み込

んだマルチメディアんだマルチメディアWebWebカードを送ってびっくりカードを送ってびっくり

させてください。させてください。

メモ：メモ：WebWebショーはショーはWebWebページで簡単に上映すページで簡単に上映す

ることのできるオリジナルスライドショーでることのできるオリジナルスライドショーで

す。フォトをテンプレートに挿入して、友達にす。フォトをテンプレートに挿入して、友達に

送信したり、ディスクに保存したり、送信したり、ディスクに保存したり、 C D  C D に焼に焼
き付けたりすることができます（参照モードでき付けたりすることができます（参照モードで

のみ有効）。のみ有効）。
ステップ４ステップ４

ステップ５ステップ５

ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３

ステップ１ステップ１
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WebWebスタジオスタジオ

WebWebスタジオプラグインはコードを書かなくてもカッコイイスタジオプラグインはコードを書かなくてもカッコイイWebWebページを作成するためのツールでページを作成するためのツールで

す。す。WebWebスタジオにはそのまま使えるテンプレートのコレクションが充実しています。これを活用すスタジオにはそのまま使えるテンプレートのコレクションが充実しています。これを活用す

ると、すぐにると、すぐにWebWebページの作成に取りかかることができます。ページの作成に取りかかることができます。

WebWebページページ

WebWebカードカード

WebWebアルバムアルバム

WebWebショーショー

WebWebページにはページにはWebWeb上で１つのイメージを共有上で１つのイメージを共有

できるテンプレートが豊富に揃っています。こできるテンプレートが豊富に揃っています。こ

の機能は気に入ったイメージを他の人と共有すの機能は気に入ったイメージを他の人と共有す

るのに便利です。るのに便利です。

友達にフォト、ビデオ、サウンドなどを組み友達にフォト、ビデオ、サウンドなどを組み

込んだマルチメディア込んだマルチメディアWebWebカードを送ってカードを送って

びっくりさせてください。びっくりさせてください。

E-MailE-MailややWebWebサイトにポストして共有できる、電サイトにポストして共有できる、電

子フォトアルバムを作成してみませんか（参照子フォトアルバムを作成してみませんか（参照

モードでのみ有効）？モードでのみ有効）？

WebWebショーはショーはWebWebページで簡単に上映することのページで簡単に上映することの

できるオリジナルスライドショーです。フォトをできるオリジナルスライドショーです。フォトを

テンプレートに挿入して、友達に送信したり、テンプレートに挿入して、友達に送信したり、

ディスクに保存したり、ディスクに保存したり、CDCDに焼き付けたりするに焼き付けたりする

ことができます（参照モードでのみ有効）。ことができます（参照モードでのみ有効）。
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WebWebプロジェクトプロジェクト

WebWebスタジオの機能はオプションパネルで設定できます。各パネルをナビゲートするには、オプショスタジオの機能はオプションパネルで設定できます。各パネルをナビゲートするには、オプショ

ンパネルの下にある［次へ］ボタンと［戻る矢印］ボタンを使います。ンパネルの下にある［次へ］ボタンと［戻る矢印］ボタンを使います。

レイアウトの選択レイアウトの選択

11 ［テンプレート］ドロップダウンメニューを［テンプレート］ドロップダウンメニューを

クリックしてカテゴリーリストを開きます。クリックしてカテゴリーリストを開きます。

オプションパネルでカテゴリーを選択しまオプションパネルでカテゴリーを選択しま

す。す。

22 サムネイルを選択するとそれが作業領域に表サムネイルを選択するとそれが作業領域に表

示されます。示されます。

33 ［次へ］をクリックします。［次へ］をクリックします。

メモ：メモ：このパネルからこのパネルからW e bW e bカードを作成できカードを作成でき

ます。ます。

カスタムタイトルとイメージ情報を追加カスタムタイトルとイメージ情報を追加

44 ［タイトル］欄にタイトルテキストを入力し［タイトル］欄にタイトルテキストを入力し

ます。ます。

55 ［説明の種類］ドロップダウンメニューをク［説明の種類］ドロップダウンメニューをク

リックして［ユーザ定義］を選択し、キャプリックして［ユーザ定義］を選択し、キャプ

ションを入力します。ションを入力します。

66 ［次へ］をクリックします。［次へ］をクリックします。

ステップ１ステップ１

ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３

ステップ４ステップ４
ステップ５ステップ５

ステップ６ステップ６

メモ：メモ：W e bW e bアルバムとアルバムとW e bW e bショーでは、複数のイメージが選択されている場合は、［説明の種類］でショーでは、複数のイメージが選択されている場合は、［説明の種類］で

［ユーザ定義］を選択すると、［次へ］をクリックした後にもう１つ別のパネルが表示されます。こ［ユーザ定義］を選択すると、［次へ］をクリックした後にもう１つ別のパネルが表示されます。こ

こで各イメージの説明を入力してください。こで各イメージの説明を入力してください。

WebWebアルバムとアルバムとWebWebショーでは、［フォトショーでは、［フォト

の順番］をクリックするとダイアログボッの順番］をクリックするとダイアログボッ

クスが開きます（複数のイメージが選択さクスが開きます（複数のイメージが選択さ

れている場合のみ）。ここではイメージのれている場合のみ）。ここではイメージの

順番を変えることができます。順番を変えることができます。
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ステップ７ステップ７

WebWebカードのみカードのみ  あらかじめあらかじめ

デザインされたデザインされたWebWebカードカード

には多くのエレメントが含には多くのエレメントが含

まれています。それらのエまれています。それらのエ

レメントは作業領域で選択レメントは作業領域で選択

した後、自在に調整するこした後、自在に調整するこ

とができます。とができます。

WebWebショーのみショーのみ  WebWebショーショー

の再生モードを設定しまの再生モードを設定しま

す。各イメージを表示してす。各イメージを表示して

おく時間はあらかじめ設定おく時間はあらかじめ設定

することができます。またすることができます。また

はボタンをクリックしてイはボタンをクリックしてイ

メージを手動でナビゲートメージを手動でナビゲート

することもできます。することもできます。

ヒント：ヒント：W e bW e bカードの場合は、テキストやイカードの場合は、テキストやイ

メージオブジェクトをメージオブジェクトをWebWebサイトやサイトやE-MailE-Mailアア
ドレスにリンクすることができます。まずテドレスにリンクすることができます。まずテ

キストかイメージオブジェクトを選択してかキストかイメージオブジェクトを選択してか

らオプションパネルで［らオプションパネルで［URLURLまたはまたはE-mailE-mailのの
リンクを作成］を選択します。次にリンクを作成］を選択します。次にU R LU R LややE -E -
Mai lMai lアドレスを入力してください。アドレスを入力してください。

プロジェクトを共有するプロジェクトを共有する

88 WebWebプロジェクトの出力タイプを選択しまプロジェクトの出力タイプを選択しま

す。す。

•• CDCD  CD-ROMCD-ROMドライブに挿入したときにドライブに挿入したときに

自動的に再生されるように、必要なファ自動的に再生されるように、必要なファ

イルが作成されます（イルが作成されます（WebWebアルバムとアルバムとWebWeb
ショーで有効）。ショーで有効）。

ステップ８ステップ８

別の装飾を追加する別の装飾を追加する

77 このパネルで有効なすべての機能は、それぞれのアこのパネルで有効なすべての機能は、それぞれのア

イコンをクリックすることによって追加できます。イコンをクリックすることによって追加できます。

•• 署名は通常、名前や署名は通常、名前やE-MailE-Mailアドレスなどの連絡アドレスなどの連絡

先を挿入するときに使用します。先を挿入するときに使用します。

•• BGMBGMはプロジェクトを表示すると自動的に再生はプロジェクトを表示すると自動的に再生

されます。このツールを使ってミュージックされます。このツールを使ってミュージック

ファイルを変更したり、削除したりしてくださファイルを変更したり、削除したりしてくださ

い。い。
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11 イメージを選択した状態で［イメージを選択した状態で［WebWeb］メニュー］メニュー

からアニメーション機能の１つを選択しまからアニメーション機能の１つを選択しま

す。す。

22 オプションパネルでプリセットを選択してイオプションパネルでプリセットを選択してイ

メージに適用します。メージに適用します。

33 ショートカットバー上の［アニメーションのショートカットバー上の［アニメーションの

プレビュー］ボタンをクリックします。満足プレビュー］ボタンをクリックします。満足

のいく結果が得られたら、ショートカットのいく結果が得られたら、ショートカット

バー上の［中止］ボタンをクリックした後でバー上の［中止］ボタンをクリックした後で

［次へ］をクリックしてください。［次へ］をクリックしてください。

44 ［［GIFGIFアニメーションファイル］をクリックしアニメーションファイル］をクリックし

てファイルをディスクに保存するか、［てファイルをディスクに保存するか、［WebWeb
ページに出力］をクリックしてページに出力］をクリックしてWebWebペーページをジを
作成します。作成します。

アニメーショングラフィックアニメーショングラフィック

動画を動画をWebWebにポストしたり、にポストしたり、E-MailE-Mailで送信したりする前に、ディスクに保存したり、で送信したりする前に、ディスクに保存したり、WebWebページにレイページにレイ

アウトしたりするためのアニメーション機能が新しく追加されました。アウトしたりするためのアニメーション機能が新しく追加されました。

ステップ１ステップ１ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３

ステップ４ステップ４

•• WebWebサイトへポストサイトへポスト  WebWebプロジェクトをプロジェクトを

ドロップダウンメニューから選択したドロップダウンメニューから選択したWebWeb
サービスのアカウントにアップロードしサービスのアカウントにアップロードし

ます。ます。

ヒント：ヒント：

•• アカウントを作成するには、アカウントを作成するには、W e bW e bサービサービ
スを選択した後［アカウントの作成］をスを選択した後［アカウントの作成］を

クリックして選択したサービスの登録クリックして選択したサービスの登録

ページにアクセスします。ページにアクセスします。

••  Web Webサービスへのファイルアップロードサービスへのファイルアップロード

の履歴を見るには、［の履歴を見るには、［UleadUleadのリンク］のリンク］

→［→［W e bW e bへのポスト履歴］を選択しまへのポスト履歴］を選択しま

す。ポストしたページへのリンクを持つす。ポストしたページへのリンクを持つ

E-MailE-Mailを送信することもできます。を送信することもできます。

ヒント：ヒント：

•• アニメーションで最初のフレームしか表示されません。アニメーションで最初のフレームしか表示されません。

•• １つのマジックキューブアニメーションファイルは最高６個のイメージから構成できます。１つのマジックキューブアニメーションファイルは最高６個のイメージから構成できます。

•• G I FG I F アニメーションファイルとして保存する場合は、フレームの数を増やすと自然なアニメーショアニメーションファイルとして保存する場合は、フレームの数を増やすと自然なアニメーショ

ンになります。ただし、ファイルサイズが大幅に増加しますので注意してください。ンになります。ただし、ファイルサイズが大幅に増加しますので注意してください。

ステップ３ステップ３
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メモ：メモ：

•• WindowsWindowsのデスクトップの壁紙にはカレのデスクトップの壁紙にはカレ

ンダーを使用することもできます。このンダーを使用することもできます。この

場合は、場合は、Ulead Ulead カレンダーチェッカーがカレンダーチェッカーが

自動的に更新してくれます。自動的に更新してくれます。

•• ［テンプレートの管理］を使って現在の［テンプレートの管理］を使って現在の

カレンダープロジェクトをテンプレートカレンダープロジェクトをテンプレート

として保存しておくことができます。として保存しておくことができます。

カレンダーとプランナーカレンダーとプランナー

［カレンダー］はすべてのモードで［共有］メニューから選択できます。この機能は４つのオプショ［カレンダー］はすべてのモードで［共有］メニューから選択できます。この機能は４つのオプショ

ンパネルで設定できます。各パネルをナビゲートするには、オプションパネルの下にある［次へ］ボンパネルで設定できます。各パネルをナビゲートするには、オプションパネルの下にある［次へ］ボ

タンと［後矢印］ボタンを使います。タンと［後矢印］ボタンを使います。

カレンダーを作成するカレンダーを作成する

11 イメージ（フォトモード）かテンプレートイメージ（フォトモード）かテンプレート

（プロジェクトモード）を開き、［共有］→（プロジェクトモード）を開き、［共有］→

［カレンダー］を選択します（同じ設定をい［カレンダー］を選択します（同じ設定をい

くつものイメージに適用したい場合は、参照くつものイメージに適用したい場合は、参照

モードで複数のイメージを選択すると簡単でモードで複数のイメージを選択すると簡単で

す）。す）。

22 オプションパネルでカレンダーの種類と方向オプションパネルでカレンダーの種類と方向

を選択し、気に入ったスタイルのサムネイルを選択し、気に入ったスタイルのサムネイル

をクリックしてカレンダーテンプレートを設をクリックしてカレンダーテンプレートを設

定します。定します。

33 ［次へ］をクリックします。［次へ］をクリックします。

44 年、月、週のいずれかにより開始日を設定し年、月、週のいずれかにより開始日を設定し

て、［次へ］をクリックします。て、［次へ］をクリックします。

メモ：メモ：調整可能な項目は、選択したカレンダー調整可能な項目は、選択したカレンダー

の種類によって異なります。の種類によって異なります。

55 追加または修正したいテンプレートエレメン追加または修正したいテンプレートエレメン

トのアイコンをクリックします。トのアイコンをクリックします。

メモ：メモ：［選択したエレメントを修正］オプショ［選択したエレメントを修正］オプショ

ンは現在アクティブなエレメントにより異なりンは現在アクティブなエレメントにより異なり

ます。ます。

66 ［次へ］をクリックします。［次へ］をクリックします。

77 作品を友達や家族と共有するための方法を選作品を友達や家族と共有するための方法を選

択します。択します。

ステップ１ステップ１ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３

ステップ４ステップ４

ステップ５ステップ５

ステップ６ステップ６
ステップ７ステップ７

ヒント：ヒント：オブジェクトを右クリックすると、オブジェクトを右クリックすると、

さまざまなコマンドに簡単にアクセスできまさまざまなコマンドに簡単にアクセスできま

す。す。
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プランナープランナー

iPhoto ExpressiPhoto Expressには「プランナー」という機能が付いています。この機能はカレンダー機能を使用してには「プランナー」という機能が付いています。この機能はカレンダー機能を使用して

いるときに、ショートカットバーから選択できます。いるときに、ショートカットバーから選択できます。

プランナーの使い方プランナーの使い方

11 ショートカットバー上の［プランナー］ボタショートカットバー上の［プランナー］ボタ

ンをクリックすると、［プランナー］のダインをクリックすると、［プランナー］のダイ

アログボックスが開きます。アログボックスが開きます。

22 日にちをクリックしてプランナーオプション日にちをクリックしてプランナーオプション

のメニューを開き、必要な情報を入力しまのメニューを開き、必要な情報を入力しま

す。す。

33 ポップアップリマインダ－を追加すると、指ポップアップリマインダ－を追加すると、指

定した時間にサウンドと共に表示されるよう定した時間にサウンドと共に表示されるよう

に設定することができます。メモや休日が設に設定することができます。メモや休日が設

定されている日にリマインダ－を設定する必定されている日にリマインダ－を設定する必

要はありません。要はありません。

44 メモや休日のテキストの色を変更します。メモや休日のテキストの色を変更します。

55 プランナーにオリジナル性を持たせるためプランナーにオリジナル性を持たせるため

ステップ１ステップ１ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３

ステップ４ステップ４

ステップ５ステップ５

に、特定の日にクリップアートを追加します。に、特定の日にクリップアートを追加します。

壁紙壁紙

気に入ったイメージをデスクトップの壁紙として使えるように設定します。気に入ったイメージをデスクトップの壁紙として使えるように設定します。

デスクトップの壁紙を変えるデスクトップの壁紙を変える

11 フォトモードかプロジェクトモードでイメーフォトモードかプロジェクトモードでイメー

ジを開くか、ブラウズモードでメニューコマジを開くか、ブラウズモードでメニューコマ

ンドバーからイメージを選択した状態で［共ンドバーからイメージを選択した状態で［共

有］→［壁紙］を選択します。有］→［壁紙］を選択します。

22 オプションパネルでディスプレイ形式を選択オプションパネルでディスプレイ形式を選択

します。します。

33 ［適用］をクリックしてデスクトップの壁紙［適用］をクリックしてデスクトップの壁紙

を設定します。を設定します。

44 ［閉じる］をクリックします。［閉じる］をクリックします。

ステップ３ステップ３

ステップ１ステップ１
ステップ２ステップ２

ステップ４ステップ４
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注意：注意：

•• 複数のイメージを選択したときに１ページに収まらない場合は、ショートカットバーの矢印キー複数のイメージを選択したときに１ページに収まらない場合は、ショートカットバーの矢印キー
を使ってイメージ／ページをナビゲートしてください。を使ってイメージ／ページをナビゲートしてください。

•• イメージの印刷位置を正確に調整するには、ショートカットバー上の［印刷エリアを修正］ボタイメージの印刷位置を正確に調整するには、ショートカットバー上の［印刷エリアを修正］ボタ
ンをクリックして、印刷エリアを調整してください。ンをクリックして、印刷エリアを調整してください。

•• フォトモードでは、現在作業領域に開いているイメージしか印刷できません。フォトモードでは、現在作業領域に開いているイメージしか印刷できません。

•• サムネイルとサムネイルとC DC D カバーの印刷オプションは参照モードでしか使用できません。カバーの印刷オプションは参照モードでしか使用できません。

印刷と共有印刷と共有

フォトに仕上げのタッチを施したら、友達や家族と作品を共有してください。この章では、印刷オフォトに仕上げのタッチを施したら、友達や家族と作品を共有してください。この章では、印刷オ

プションと、インターネット上で作品を共有する方法について説明します。プションと、インターネット上で作品を共有する方法について説明します。

印刷印刷

ポスター、名刺、シール、ポスター、名刺、シール、TTシャツなど、オリジナルのグッズを作成できます。シャツなど、オリジナルのグッズを作成できます。iPhoto ExpressiPhoto Expressで有効で有効

なすべての印刷オプションを設定するには（［複数］を除く）、次の手順にしたがってください。なすべての印刷オプションを設定するには（［複数］を除く）、次の手順にしたがってください。

ステップ１ステップ１ステップ２ステップ２
ステップ３ステップ３

ステップ４ステップ４

ステップ５ステップ５

基本的な印刷の手順基本的な印刷の手順

11 ブラウズモードでイメージを選択します。次ブラウズモードでイメージを選択します。次

にメニューコマンドバーで［印刷］を選択にメニューコマンドバーで［印刷］を選択

し、適切な印刷オプションを選択します。し、適切な印刷オプションを選択します。

22 オプションパネルでプリンタが正しく選択さオプションパネルでプリンタが正しく選択さ

れていることを確認してください。プリンタれていることを確認してください。プリンタ

の設定を変更する必要がある場合は、［プリの設定を変更する必要がある場合は、［プリ

ンタのプロパティ］のダイアログボックスをンタのプロパティ］のダイアログボックスを

開きます。開きます。

33 ［用紙サイズ］と［方向］を選択します。［用紙サイズ］と［方向］を選択します。

44 印刷部数を選択します。印刷部数を選択します。

55 ［印刷］をクリックします。［印刷］をクリックします。

ペイントツールペイントツール 共有ツール共有ツール
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複数複数

複数印刷オプションは［印刷］メニューから選択できるほかのオプションとは異なりますので、そ複数印刷オプションは［印刷］メニューから選択できるほかのオプションとは異なりますので、そ

れぞれの手順にしたがう必要があります。れぞれの手順にしたがう必要があります。

複数のイメージを１ページに印刷する複数のイメージを１ページに印刷する

11 印刷したいイメージを選択したら、［印刷］印刷したいイメージを選択したら、［印刷］

→［複数］を選択します。→［複数］を選択します。

22 イメージを印刷する方向を選択して、［次イメージを印刷する方向を選択して、［次

へ］をクリックします。へ］をクリックします。

メモ：メモ：レイアウトのイメージは並べ替えたレイアウトのイメージは並べ替えた

り、リサイズしたり、配置を換えたりするこり、リサイズしたり、配置を換えたりするこ

とができます。イメージフレームをクリックとができます。イメージフレームをクリック

してイメージをアクティブにしたら、調整をしてイメージをアクティブにしたら、調整を

行ってください。行ってください。

33 任意のサムネイルをイメージフレームにド任意のサムネイルをイメージフレームにド

ラッグして、イメージを追加したり、置き換ラッグして、イメージを追加したり、置き換

えたりしてください。その後で［次へ］をクえたりしてください。その後で［次へ］をク

リックします。リックします。

44 印刷部数を選択したら、［印刷］をクリック印刷部数を選択したら、［印刷］をクリック

します。します。

メモ：メモ：サムネイルストリップのイメージをサムネイルストリップのイメージを

使ってレイアウトのイメージを置き換えるこ使ってレイアウトのイメージを置き換えるこ

ともできます。ともできます。

ステップ１ステップ１ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３

ステップステップ４４

その他の印刷オプションその他の印刷オプション
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作業内容の保存作業内容の保存

予期しない出来事に備えて、定期的に作業内を保存するようお勧めします。プロジェクトを予期しない出来事に備えて、定期的に作業内を保存するようお勧めします。プロジェクトを *.TPX *.TPX

形式（イメージファイルの場合は形式（イメージファイルの場合は*.UPX*.UPX）で保存すると、ファイルを再度開いたときに個々のオブ）で保存すると、ファイルを再度開いたときに個々のオブ

ジェクトを編集することができます。ジェクトを編集することができます。

フォトやプロジェクトを保存するフォトやプロジェクトを保存する

11 メニューコマンドバーで［共有］→［保存］メニューコマンドバーで［共有］→［保存］

を選択します。を選択します。

22 オプションパネルで保存先とファイル名を指オプションパネルで保存先とファイル名を指

定します。定します。

33 ドロップダウンメニューから［ファイル形ドロップダウンメニューから［ファイル形

式］を選択します。式］を選択します。

44 ［保存］をクリックします。［保存］をクリックします。

メモ：メモ：

•• データ形式はイメージに含まれるカラーデータ形式はイメージに含まれるカラー

情報の量を決定します。多くの情報が情報の量を決定します。多くの情報が
含まれるほど、ファイルサイズは大き含まれるほど、ファイルサイズは大き
くなります。最も情報の多いタイプはくなります。最も情報の多いタイプは

フルカラーです。インデックスフルカラーです。インデックス2 5 62 5 6色と色と
グレイスケールはそれぞれ最高グレイスケールはそれぞれ最高2 5 62 5 6色を色を
持ち、ファイルサイズも比較的小さく持ち、ファイルサイズも比較的小さく

なります（なります（4 84 8ビットフルカラーとビットフルカラーと1 61 6
ビットグレイスケールはビットグレイスケールはT I FT I F形式に対応形式に対応
しています）。しています）。

•• 保存可能なファイル形式は次の通りで保存可能なファイル形式は次の通りで

す。す。B M PB M PととTIFTIFは最高の品質を維持できは最高の品質を維持でき
ます。ます。J P E GJ P E Gは品質をそれほど劣化させは品質をそれほど劣化させ
ずにファイルサイズを縮小できるたずにファイルサイズを縮小できるた

め、め、WebWebにポストするフォトやにポストするフォトやE-MailE-Mail
で送信するフォトなどに適切な形式でで送信するフォトなどに適切な形式で
す。す。U P XU P Xはマージしていないフォトやはマージしていないフォトや

フロートオブジェクトに適切な形式でフロートオブジェクトに適切な形式で
す。これらのオブジェクトは、す。これらのオブジェクトは、i P h o t oi P h o t o
ExpressExpressでファイルを開くと再び使用すでファイルを開くと再び使用す

ることができます。ることができます。



4141

インターネットで共有インターネットで共有

iPhoto ExpressiPhoto Expressではインターネットを活用したさまざまな方法でイメージを友達や家族と共有するこではインターネットを活用したさまざまな方法でイメージを友達や家族と共有するこ

とができます。とができます。

E-mailE-mail

iPhoto ExpressiPhoto ExpressははMicrosoft OutlookMicrosoft Outlook、、Microsoft Outlook ExpressMicrosoft Outlook Express、、Netscape MessengerNetscape Messenger、、QualcommQualcomm

EudoraEudoraといった一般的なといった一般的なE-MailE-Mailアプリケーションに対応しています。アプリケーションに対応しています。

ステップ１ステップ１
ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３

ステップ４ステップ４

ステップ５ステップ５

ステップ１ステップ１

ステップ２ステップ２

イメージをイメージをE-MailE-Mailで送信するで送信する

11 メニューコマンドバーで［共有］→［メニューコマンドバーで［共有］→［E-E-
mailmail］を選択します。］を選択します。

22 オプションパネルで［オプションパネルで［HTML E-MailHTML E-Mailの送信］の送信］

を選択するか（イメージがを選択するか（イメージがE-MailE-Mailメッセージメッセージ

のボディとして表示されます）、単純にファのボディとして表示されます）、単純にファ

イルを添付して送信します。イルを添付して送信します。

33 イメージのサイズと品質を調整します（イメージのサイズと品質を調整します（GIFGIF
アニメーション、オーディオ、ビデオファイアニメーション、オーディオ、ビデオファイ

ルでは使用できません）。これらの設定はルでは使用できません）。これらの設定は

ファイルサイズに影響します。ファイルサイズに影響します。

44 ［送信］をクリックして［［送信］をクリックして［E-MaiE-Maiｌを送信］ｌを送信］

のダイアログボックスを開き、必要な情報をのダイアログボックスを開き、必要な情報を

入力します。入力します。

55 ［送信］をクリックします。［送信］をクリックします。

iMiraiMiraへポストへポスト

フォトを表示できるインターネット上のオンラフォトを表示できるインターネット上のオンラ

インギャラリー（無料）です。インギャラリー（無料）です。

iMiraiMiraへアップロードするへアップロードする

11 モード設定に関係なく、メニューコマンドモード設定に関係なく、メニューコマンド

バーから［共有］→［バーから［共有］→［iMiraiMiraへアップローへアップロー

ド］を選択します。ド］を選択します。

22 すでにすでにiMiraiMiraにアカウントをお持ちの方は、にアカウントをお持ちの方は、

オプションパネルの欄にユーザ情報を入力しオプションパネルの欄にユーザ情報を入力し

て［アップロード］をクリックします。て［アップロード］をクリックします。

メモ：メモ：［メールを分けて送信］オプションを［メールを分けて送信］オプションを

選択すると、１人の受信者に対して各イメー選択すると、１人の受信者に対して各イメー

ジを別々のジを別々のE-Mai lE -Mai lで送信します。この方法で送信します。この方法

を使用すると複数のイメージを送信するを使用すると複数のイメージを送信する

際、早くダウンロードできます。際、早くダウンロードできます。
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HTMLHTML
HTMLHTMLははWWWWWW上にハイパーテキストを発行するた上にハイパーテキストを発行するた
めの専用言語です。めの専用言語です。HTMLHTMLはは<h1><h1>やや</h1></h1>のようなのような
タグを使って見出し、パラグラフ、リスト、ハイタグを使って見出し、パラグラフ、リスト、ハイ
パーテキストリンクなどを構成します。これらのパーテキストリンクなどを構成します。これらの
コードはコードはWebWebページの背景に隠されています。ページの背景に隠されています。

iMiraiMira
無償のオンラインフォト共有サービスです。作成無償のオンラインフォト共有サービスです。作成
したオリジナルのフォトアルバムを友達や家族としたオリジナルのフォトアルバムを友達や家族と
手軽に共有することができます。手軽に共有することができます。

UleadUleadのリンクメニューのリンクメニュー
便利な便利なiPhoto ExpressiPhoto Express関連関連WebWebサイトにすばやくアサイトにすばやくア
クセスできるメニューです。クセスできるメニューです。

WebWebスタジオスタジオ
［［WebWeb］メニューから選択できるツールや機能の］メニューから選択できるツールや機能の
コレクションです。コレクションです。WebWebページ、カード、アルバページ、カード、アルバ
ム、ショー、アニメーショングラフィックなど、ム、ショー、アニメーショングラフィックなど、
さまざまなさまざまなWebWeb関連プロジェクトを作成するのに関連プロジェクトを作成するのに
使用できます。使用できます。

アドバンスモードアドバンスモード
必要に応じて細かく変更することができるよう必要に応じて細かく変更することができるよう
に、選択したツールや効果のオプションが含まれに、選択したツールや効果のオプションが含まれ
ています。ています。

一括修正メニュー一括修正メニュー
複数のイメージを一度に修正できるツールがありま複数のイメージを一度に修正できるツールがありま
す。す。

エッジエッジ
写真の端を破れたように見せる特殊効果です。写真の端を破れたように見せる特殊効果です。

オブジェクトオブジェクト
これはこれはiPhoto ExpressiPhoto Expressのプロジェクトの中にあるのプロジェクトの中にある
「モノ」であり、認識可能なコンポーネントで「モノ」であり、認識可能なコンポーネントで
す。オブジェクトの例としては、フレーム、シャす。オブジェクトの例としては、フレーム、シャ
ドウ、テキスト、背景などがあります。それぞれドウ、テキスト、背景などがあります。それぞれ
が独自の特性と属性を持っています。が独自の特性と属性を持っています。

オプションパネルオプションパネル
これはこれはiPhoto ExpressiPhoto Expressのユーザインタフェースの左のユーザインタフェースの左
側に配置される、ツールや効果をカスタマイズす側に配置される、ツールや効果をカスタマイズす
る場所です。る場所です。

壁紙壁紙
WindowsWindowsデスクトップの背景として、イメージやデスクトップの背景として、イメージや
単色を使用できます。単色を使用できます。

共有メニュー共有メニュー
フォトやプロジェクトを出力するためのツールがフォトやプロジェクトを出力するためのツールが
含まれています。フォトやプロジェクトは保存し含まれています。フォトやプロジェクトは保存し
たり、たり、E-MailE-Mailで送信したり、無償のフォト共有サーで送信したり、無償のフォト共有サー
ビスにポストしたり、ビスにポストしたり、WindowsWindowsデスクトップのカデスクトップのカ
レンダーや壁紙として使用したりすることができレンダーや壁紙として使用したりすることができ
ます。ます。

クリップアートクリップアート
そのまま使えて、サイズも変えられるイラストでそのまま使えて、サイズも変えられるイラストで
す。アートワークとして自在にカットアンドペーす。アートワークとして自在にカットアンドペー
ストできます。ストできます。

クローンクローン
イメージの一部を同じイメージやほかのイメージイメージの一部を同じイメージやほかのイメージ
にコピー、または複製することです。にコピー、または複製することです。

グラデーショングラデーション
２色以上の色を徐々に移行させる技術です。２色以上の色を徐々に移行させる技術です。

グローバルビューアグローバルビューア
サムネイルストリップの右側にあるウィンドウサムネイルストリップの右側にあるウィンドウ
で、画面に表示しきれない部分をすばやく見るこで、画面に表示しきれない部分をすばやく見るこ
とができます。とができます。

効果メニュー効果メニュー
写真を向上、調整、修整するために使用できる多写真を向上、調整、修整するために使用できる多
くのツールが含まれています。くのツールが含まれています。

小道具小道具
プロジェクトを楽しみながら作成できる、プロプロジェクトを楽しみながら作成できる、プロ
ジェクトに追加できるクリップアートオブジェクジェクトに追加できるクリップアートオブジェク
トです。トです。

サムネイルサムネイル
イメージを小さく、低解像度で現したものです。イメージを小さく、低解像度で現したものです。

サムネイルストリップサムネイルストリップ
スクリーンの一番下に表示される小さいストリッスクリーンの一番下に表示される小さいストリッ
プです。ここには現在開いているすべてのイメープです。ここには現在開いているすべてのイメー
ジとプロジェクトが表示されます。サムネイルスジとプロジェクトが表示されます。サムネイルス
トリップ上でサムネイルを１回クリックすると、トリップ上でサムネイルを１回クリックすると、

用語集用語集



4343

塗りつぶし塗りつぶし
選択範囲に色を適用したり、除去したりするプロセ選択範囲に色を適用したり、除去したりするプロセ
スのことです。スのことです。

フォトモードフォトモード
ほとんどのイメージ編集や調整はこのモードで行いほとんどのイメージ編集や調整はこのモードで行い
ます。ます。

フレームフレーム
イメージにフレームを付けたり、境界線を付けるイメージにフレームを付けたり、境界線を付ける
効果です。効果です。

ブラシブラシ
イメージにペイントするためのものです。イメージにペイントするためのものです。

プリセットモードプリセットモード
選択したツールを使った、あらかじめ設定を定義選択したツールを使った、あらかじめ設定を定義
しておいたサンプルが用意されています。サンプしておいたサンプルが用意されています。サンプ
ルサムネイルをドラッグするか、ダブルクリックルサムネイルをドラッグするか、ダブルクリック
するだけでイメージをすばやく向上させることがするだけでイメージをすばやく向上させることが
できます。できます。

プレースホルダープレースホルダー
プロジェクトテンプレート内のアクティブなエレプロジェクトテンプレート内のアクティブなエレ
メント上に現れるボタンです。エレメントを調整メント上に現れるボタンです。エレメントを調整
したり、置き換えたりできることを示していましたり、置き換えたりできることを示していま
す。このボタンをクリックすると、使用可能なオす。このボタンをクリックすると、使用可能なオ
プションが表示されます。プションが表示されます。

プロジェクトモードプロジェクトモード
このモードでは創造性を拡張するために、さまざこのモードでは創造性を拡張するために、さまざ
まなプロジェクトや便利なテンプレートを利用でまなプロジェクトや便利なテンプレートを利用で
きます。きます。

マーキーマーキー
オブジェクトや選択範囲を囲むアウトラインでオブジェクトや選択範囲を囲むアウトラインで
す。選択マーキーは点線で表されます。オブジェす。選択マーキーは点線で表されます。オブジェ
クトマーキーは直線で表されます。クトマーキーは直線で表されます。

マジックテクスチャマジックテクスチャ
背景を作成したり、オブジェクトや選択範囲を塗背景を作成したり、オブジェクトや選択範囲を塗
りつぶすために使用するランダムなカラーパターりつぶすために使用するランダムなカラーパター
ンです。ンです。

メニューコマンドバーメニューコマンドバー
プログラムのユーザインタフェースの一番上に表プログラムのユーザインタフェースの一番上に表
示され、イメージを向上させるときに使用可能な示され、イメージを向上させるときに使用可能な
ツールがすべて含まれます。ツールがすべて含まれます。

ユーザインタフェースユーザインタフェース
プログラムの一部で、コマンドや操作を行うためプログラムの一部で、コマンドや操作を行うため
のメカニズムがあります。のメカニズムがあります。

それを大きくプレビューすることができます。まそれを大きくプレビューすることができます。ま
た、２回クリックすると、そのイメージが作業領域た、２回クリックすると、そのイメージが作業領域
に開かれます。に開かれます。

ブラウズモードブラウズモード
マルチメディアファイルをすばやく簡単に探し出マルチメディアファイルをすばやく簡単に探し出
し、整理するモードです。し、整理するモードです。

ショートカットバーショートカットバー
iPhoto ExpressiPhoto Expressの作業領域の一番上に配置されておの作業領域の一番上に配置されてお
り、頻繁に使用するコマンドに簡単にアクセスでり、頻繁に使用するコマンドに簡単にアクセスで
きます。きます。

スキンスキン
UIUIの表示を変えるためのコンポーネントで、カスの表示を変えるためのコンポーネントで、カス
タマイズが可能です。タマイズが可能です。

選択範囲選択範囲
選択範囲と選択ツールはイメージ上の一部を選択選択範囲と選択ツールはイメージ上の一部を選択
するためのものです。これらを活用すると、選択するためのものです。これらを活用すると、選択
しなかった部分には影響を与えずに効果や修正をしなかった部分には影響を与えずに効果や修正を
ほどこすことができます。範囲はフリーハンド、ほどこすことができます。範囲はフリーハンド、
色、形状によって選択できます。選択範囲はオブ色、形状によって選択できます。選択範囲はオブ
ジェクトへ変換できます。ジェクトへ変換できます。

装飾メニュー装飾メニュー
フレームやシャドウなど、シンプルなイメージにフレームやシャドウなど、シンプルなイメージに
クリエイティブなタッチを与えるツールや効果がクリエイティブなタッチを与えるツールや効果が
含まれています。含まれています。

ソフトエッジソフトエッジ
オブジェクトのエッジを背景にぼかすための機能オブジェクトのエッジを背景にぼかすための機能
です。値を高くするほどエッジが広くぼかされまです。値を高くするほどエッジが広くぼかされま
す。す。

テンプレートテンプレート
ユーザのイメージやテキストで簡単にカスタマイユーザのイメージやテキストで簡単にカスタマイ
ズできるプロジェクトデザインです。これらを上ズできるプロジェクトデザインです。これらを上
手く活用すると、新しいプロジェクトにすばやく手く活用すると、新しいプロジェクトにすばやく
取り掛かることができます。また、一度使用した取り掛かることができます。また、一度使用した
テンプレートを保存しておき、別なプロジェクトテンプレートを保存しておき、別なプロジェクト
で再度使用することも可能です。で再度使用することも可能です。

透明度透明度
重ねられたオブジェクトやイメージで、下のレイ重ねられたオブジェクトやイメージで、下のレイ
ヤーをどの程度浮き上がらせるかを示す可視性のヤーをどの程度浮き上がらせるかを示す可視性の
ことです。これは適用した効果の強弱にも影響しことです。これは適用した効果の強弱にも影響し
ます。ます。
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